
第４編　道平遺跡（３次調査） 

遺 跡 略 号 

所　在　地 

調 査 期 間 

 

調　査　員 

ＯＫ―ＤＤＲ
双葉郡大熊町大字大川原字西平
平成17年９月13日～10月５日

11月９日～12月１日 
阿部　知己・a林　真人 

どう だいら 





道平遺跡は，『福島県遺跡地図』や『大熊町史』に登録・記載された周知の遺跡である。昭和55

年には団体圃場整備事業に伴い，一部について試掘（予備）調査・発掘調査が実施され，縄文時代

後・晩期の遺構・遺物が多数確認・調査された（第３編図１参照。渡辺･大竹1983）。

以下では，発掘調査の概要の説明を簡単にするため，第３編と同様に，調査区に名称を付し，あ

わせて，段丘面については，１～４区の立地する段丘面を上位面，６区のある段丘面を中位面，さ

らに低い位置にある段丘面を下位面と呼称し，場所を示す表現として用いている。

平成８年度に実施された，常磐自動車道の建設予定地を対象とした表面調査により再確認され，

その広がりは140,500㎡と提示された（福島県教育委員会1997）。平成14年５月には，常磐自動車道

建設地内の一部7,800㎡を対象に試掘調査が実施され，4,500㎡が保存を要する面積とされた（福島

県教育委員会1997）。このうち上位面南端のとした2,400㎡（第３編図２・４中の１区）を対象とし

て，発掘調査が平成14年９月に実施された。平成16年６月には，常磐自動車道の建設予定範囲内に

残る13,100㎡を対象に，試掘調査を実施し，保存を要する範囲として5,800㎡が提示された（福島県

教育委員会2005）。平成16年度には，上位面，上位面から中位面にかけての段丘崖そして中位面の

4,510㎡（２～６区）を対象にして，発掘調査が平成16年９月から実施された。

平成17年度には，工事計画変更から，上位面１区の東側と南西側の２ヶ所（340㎡と120㎡，合計

460㎡），上位面から中位面にかけての段丘崖５区の東西側にある２ヶ所（390㎡と370㎡，合計760

㎡），中位面６区の西側２ヶ所（120㎡と50㎡，合計170㎡）の合計７箇所，1,390㎡の範囲が追加さ

れた。このうち上位面１区の東側にある11区の120㎡と，南西側の12区の340㎡の合計460㎡を新た

に保存を要する範囲とされ，平成17年10月に発掘調査を実施した。中位面６区西側２ヶ所の追加範

囲（170㎡）のうち南側120㎡のうち40㎡と，北側50㎡の合計90㎡については，東側を平成16年度に

発掘調査した結果，遺物包含層の一部が西側へ続くことから，工事時の立会を要する範囲とした。

追加範囲のうち残りの840㎡については，隣接した調査区の発掘調査を実施した結果，遺構・遺物

が極わずかであることが確認できたため，今後の発掘調査の対象から外し，工事実施の際は慎重工

事の措置をとる必要がある範囲とした。

また，平成16・17年度の発掘調査の結果，上位面１区南端の水路部分（20㎡），中位面から下位

面にかけての段丘崖13区と下位面14区の東側（350㎡）についても，工事の際に慎重工事の措置を

とる必要がある範囲とした。中位面６区の北側の町道部分（200㎡）については，工事の際に掘削

が及ばないとして，発掘調査を行わずに現状のまま保存される。

これまでの平成14・16年度の試掘調査及び工区拡張等において提示された，道平遺跡の面積は，

11,530㎡である。このうち常磐自動車道建設地内における保存を要する面積は，２期線の工事範囲
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とされた予定路線分の面積1,790㎡を加

算して10,030㎡である。

平成17年度の発掘調査は平成16年度調

査に続く３次調査で，1,330㎡を対象と

した。平成17年度の発掘調査の実施にあ

たっては，工事優先箇所や条件整備がで

きていない等の要因により，細切れに調

査区が設定された。以下，調査の概要を

記す。

９月13日からは，上平Ａ遺跡で発掘調

査を行っていた調査員の一部を割いて，

重機を導入し上位面８・９区と中位面か

ら下位面にかかる段丘崖13区・下位面の

14区について表土剥ぎを行った。同日午

後には調査員１名と作業員10名を入れ，

本格的な調査に着手し，９月16日までに

は，上位面の８・９区についての検出作

業を終了し，これら２ヶ所の調査区は表

土下に基盤である黄褐色土（ＬⅣ）が堆

積していた。８・９区では，遺構を確認

することはできなかった。９月下旬には

中位面から下位面にかけての段丘崖13区

と下位面の14区へと移動し，遺構の検出

作業を継続した。13区では，遺構検出作

業を実施した。同時に平成16年度に行っ

た６区での調査の結果，段丘斜面に遺物

を多量に包含した堆積土が続く可能性が

あったことから，表土除去後グリッドご

と，堆積層ごとの掘りこみと，遺構確認

作業を何度かにわたって実施した。

その結果，13区の斜面肩部には，表土

下に遺物を包含した褐色土と黒色土の２

層が堆積し，その下には段丘の基盤をな

す砂礫層（ＬⅤ）が，さらに下層からは
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図１ 調査区位置図，グリッド配置図



岩盤（ＬⅥ）を確認した（図４の下段基本土層断面図Ｆ－Ｆ’参照）。また，９月28日には上位面

北端の10㎡の表土剥ぎを実施し，３名の作業員を入れ，遺構検出作業を行ったところ，基盤である

黄褐色土上面から３基の土坑を確認した。10月上旬には，７～９・13・14区の地形測量を実施し，

５つの調査区における合計530㎡の発掘調査を終了した。10月中旬から11月初めまでの間，道平遺

跡の発掘調査は，条件整備が整わないことから一時中断させ，調査員と作業員は大川原川の南側に

立地する上平Ａ遺跡・上平Ｂ遺跡の発掘調査のため移動させた。

11月９日からは，発掘調査を再開し，条件整備の整った上位面南東隅の11区，南西隅の12区そし

て町道分の10区を対象に表土剥ぎを行った。同日午後には，上平Ａ遺跡で発掘調査を行っている調

査員と作業員の一部を割いて，道平遺跡の検出作業と精査に着手した。10～12区の表土の下には段

丘の基盤をなす黄褐色土（ＬⅣ）や砂礫層（ＬⅤ）が堆積していた。10区からは５基の土坑，11区

からは縄文時代晩期の竪穴住居跡１棟と調査区南東隅において縄文時代晩期の遺物を包含した堆積

土を，12区からは土坑１基を確認した。11月下旬には遺構の実測及び地形測量を実施し，特に11区

南端のＬⅣ上面で掘り残しが無いことを確認し，12月１日に平成17年度の発掘調査を終了した。

福島県教育委員会・財団法人福島県文化振興事業団と東日本高速道路株式会社による現地の引き

渡しは，上平Ａ遺跡・上平Ｂ遺跡・道平遺跡を合わせて，12月２日に実施した。また，埋め戻しに

ついては，関係機関の合意を得て，上位面の７・10・11区，中位面から下位面を区分する段丘崖に

あたる13区，下位面の14区，そして上位面８・９・12区の一部について，引き渡しに先行して実施

した。８ヶ所の調査区から検出した遺構は，竪穴住居跡１軒，土坑10基，遺物包含層約100㎡と小

穴で，発掘調査に要した延べ日数は25日である。平成17年度までの発掘調査面積は，平成14・16年

度の発掘調査面積を合わせて8,240㎡である。

道平遺跡では，２期線の工事範囲とされた予定路線および工事の際に掘削を伴わない範囲の合計

1,990㎡分（北から290・1,030・180・290・200㎡）については，発掘調査を実施していない範囲と

して残される（図１～３参照）。 （阿　部）
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第２章　遺 構 と 遺 物

第１節　遺構の分布と基本土層

遺構の分布（図２・３，写真１～３）

道平遺跡３次調査において検出された遺構は，８ヶ所の調査区において竪穴住居跡１軒，土坑10

基と小穴で，平成14・16年度に検出された遺構を合わせると，遺構数は竪穴住居跡６軒，土坑36基，

土器埋設遺構１基，集石遺構１基と小穴である。

平成14年度の発掘調査は，上位面南側の圃場整備が終了した１区を対象とした結果，縄文時代と

考えられる４基の土坑が確認された。平成16年度の２次調査では，圃場整備が終了した上位面２～
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図２ 遺構配置図（１）
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図３ 遺構配置図（２）
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ＬⅢｃ 
 
ＬⅢｄ 
 
ＬⅣ  
ＬⅤ 
ＬⅥ 

灰黄褐色土～明赤褐色土　10ＹＲ4/2～５ＹＲ5/8 
（１・３・６・11～13区盛土。ＬⅤ砂礫少量）
黒褐色砂質土　10ＹＲ2/3　（14区で確認）
褐色砂質土　10ＹＲ4/4　（６区で確認。遺物包含層）
暗褐色土　10ＹＲ3/3　（３・８・９区で確認）
黒褐色砂質土　7.5ＹＲ2/1 
（１・11・12区で確認。ＬⅤ砂礫微量）
にぶい褐色砂質土　7.5ＹＲ5/3 
（１・11区で確認。ＬⅤ砂礫少量）
黒褐色砂質土　7.5ＹＲ2/1 
（６・13区で確認。ＬⅤ砂礫微量。遺物包含層）
黄褐色土  10ＹＲ5/6　（６区で確認。ＬⅤ砂礫少量）
花崗岩風化砂礫層
岩盤 
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図４ 基本土層



４区，中位面６区，そして上位面から中位面を区分する段丘崖にある５区の計６調査区を対象とし

た。上位面の３区の南西付近からは，縄文時代後期の貯蔵穴と考えられる７基の土坑を確認してい

る。東流する大川原川に面した中位面６区の南端では，竪穴住居跡５軒，土坑７基，土器埋設遺構

１基，集石遺構１基を確認した。平成16年度の２次調査の段階で，中位面の６区の南縁付近には南

東から北西へ向かう浅い谷があることが確認されている。この谷は，第３編図４・５の基本土層断

面図Ｂ－Ｂ’，Ｃ－Ｃ’の堆積状態から，集落が営まれた縄文時代後期にほとんど埋まっていたと

考えている。

平成17年度に行った上位面10区での調査の結果，３区の南西部に散在した縄文時代後期の貯蔵穴

がさらに南側にも存在し，合計11基の貯蔵穴を確認した。しかし，上位面において縄文時代後期の

住居跡は確認できていない。一方で，上位面南東側にある11区からは，縄文時代晩期の住居跡と，

僅かに残った該期の遺物包含層を確認している。平成14年度の１次調査では縄文時代後期から晩期

の土器片が｢ＬⅡａ｣層から出土している。この｢ＬⅡａ｣層は１次調査時に遺物包含層として報告さ

れたが，平成16年度の上位面南端にある４区そして11区での土層断面観察の結果，｢ＬⅡａ｣は圃場

整備時の盛土であると再認した。また，１次調査時に確認した遺物包含層の｢ＬⅡｂ｣と｢ＬⅢａ｣の

２層は，11区での基本土層の観察の結果，いずれも遺物を包含したＬⅢｂ層に相当する堆積土であ

ると判断できた。遺物包含層のＬⅢｂ層は，圃場整備時の掘削が深くまで及んだため，その大半を

除去されてしまったと考えている。掘削が及ぶ以前の上位面の南端付近には，縄文時代後期から晩

期の遺構が立地していた可能性が高いと考えている。

このことから，縄文時代晩期の生活域は，東流する大川原川の北岸にあたる中位面を中心として，

集落跡の西縁は上位面の南縁付近にまで広がっていた可能性が考えられる。

基 本 土 層（図４・第３編図４・５，写真３）

道平遺跡３次調査で確認した基本土層については，第３編第２章第１節において，平成16年度の

２次調査で確認できた基本土層に加えてまとめている。 （阿　部）
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道平遺跡３次調査では１軒の竪穴住居跡の調査を実施した。１・２次調査時の棟数を加えると竪

穴住居跡は６軒を数える。この住居跡は，上位面の南東付近にある11区南東縁に位置している。住

居跡の番号は，２次調査を踏襲して，６番から付けた。

遺　　　構（図５・６，写真４）

本住居跡は，中位面南東端11区のＡＸ157・ＡＹ157グリッドにまたがって位置する。ここは段丘

崖に接する部分で，周辺を含めて圃場整備等の削平が著しく及んでいたため，他に遺構は認められ

第２節　竪 穴 住 居 跡

６号住居跡　ＳＩ６



０ ２ｍ 

（1/40） 

６号住居跡 
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Ｐ１ 

炉 

Ｐ２ 

Ｐ５ 

Ｐ６ 

Ｐ７ 

Ｐ８ 
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（12） 
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ぎ （35） 

（12） 

（20） 

（13） 

（20） 

ＡＸ158

Ｅ1

ＡＹ158

Ｅ1

ＡＹ157

Ｅ1

ＡＸ157

ＡＸ157ＧＰ 

ＡＸ157ＧＰ 

石 

石 

Ｅ1

ＬⅠ 

ＬⅢｃ 

ＬⅣ 

石 

１ 

ＬⅠ 

ＬⅢｃ 

ＬⅢｃ 
ＬⅣ 

１ 

２ 

61.60ｍ 

61.60ｍ 

　６号住居跡堆積土 
１　黒褐色砂質土　10ＹＲ4/6　（５㎜大炭化物微量，５㎜大ＬⅤ砂礫少量）
２　暗褐色粘質土　10ＹＲ3/3　（５㎜大ＬⅤ砂礫少量） 
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図５ ６号住居跡



０ １ｍ 
（1/20） 

０ １０㎝ 
（2/5） 

１～８ 

０ ５㎝ 
（1/2） 

９ 

炉 
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６ 
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７ ８ 

９ 

４ 炉
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Ｐ
３
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Ａ
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節理面 

ＡＸ175

Ｓ0.5
Ｅ3.5

ＡＸ157

Ｓ2
Ｅ3.5

ＡＸ157

Ｓ2
Ｅ4.5

ＡＸ175

Ｓ0.5
Ｅ4.5 （炉r１）Ⅵ２ 

（r１）Ⅵ２ 

（r１）Ⅵ２ 
（r１）Ⅵ２ 

（r１）Ⅵ２ 

（r１）Ⅵ２ （r１）Ⅵ２ 

（r１） 
 長 ： 3.2㎝
 幅 ： 4.4㎝
 重 ：16.2ｇ
石質：珪質頁岩 

（r１）Ⅵ２ 

１
 

１
 

１
 

３
 

３
 

３
 

２
 

Ｌ
Ⅳ
 

石
 

石
 

石
 （20） 

6
1
.4
0ｍ
 

　炉跡堆積土 
１　褐色砂質土　　10ＹＲ4/4　（５㎜大炭化物少量）
２　褐色砂質土　　10ＹＲ4/6　（ＬⅣ塊少量）
３　暗褐色砂質土　10ＹＲ3/3　

　Ｐ内堆積土 
１　暗褐色粘質土　10ＹＲ3/3　（５㎜大ＬⅤ砂礫少量） 

ない。本住居跡については，堆積土の断面（図５下段Ｂ－Ｂ’）の観察からＬⅢｃ上面より掘りこ

まれていることを確認している。しかし，圃場整備等の削平が著しくことと，調査区南側において

層厚約２ｍの盛土に覆われていたことから，表土剥ぎ時に誤ってＬⅢｃ上面を20～40㎝ほど除去し

てしまい，実際に確認にできたのは，炉とその周囲にある小穴だけであった。

遺存部分から推定した平面形は，隅丸方形状（図５上段の実線部分）または円形状と考えている。

規模は図５中に破線として示したが，実際はこれよりも小規模であったものと考えている。ちなみ

に，図５中には，隅丸方形状であった場合として南北6.2ｍ，東西５ｍ前後の規模として示した。

住居跡として想定した内部からは，８個の小穴と炉を確認した。小穴の規模は直径20～35㎝，深

さは10～35㎝ほどで，配置に規則性もないことから，その性格は特定できない。炉は楕円形状に石

を配したもので,想定される住居跡の北側に位置する石囲炉と考えている。炉の規模は南北130㎝，

東西47㎝で，長さ10～30㎝の比較的扁平な礫を配している。炉断面図（図６中央Ａ－Ａ’）に示し

たように，礫は掘形内に堆積するr２・３で埋めている。炉内には炭化物がわずかに認められる。
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図６ ６号住居跡，出土遺物



遺　　　物（図６，写真７）

遺構内及び炉内堆積土内からは，縄文土器と石器が54点出土し，そのうちの９点を図６右側に示

した。１は口縁部に沿って４条の平行沈線を施している。２は外面に｢Ｚ｣字状の連続文様が施され

た鉢形土器の口縁部片である。３・４・５・７は外面に斜行縄文または縦走縄文を施した深鉢形土

器片である。６・８は磨消縄文手法により文様を描いた深鉢形土器片である。９は剥片である。

ま　と　め

本遺構は隅丸方形状または円形状の竪穴住居跡である。床面からは８個の小穴と石囲炉を確認し

た。時期については，炉内から出土した図６－１が大洞Ａ式期と併行することから，縄文時代晩期

後半と考えている。 （阿　部）
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第３節　土　　　　　坑

道平遺跡３次調査では，９基の土坑を確認した。１・２次調査時の土坑数を加えると，土坑は39

基を数える。上位面10区にあるＳＫ30・31・33・34の計４基の貯蔵穴は，２次調査時に上位面３区

の南西側で縄文時代後期の貯蔵穴が占地していた範囲の続きと考えている。土坑の番号は，平成16

年度の２次調査に続けて27番から付けた。

本土坑は，上位面北端７区のＡＰ105グリッドに位置し，南側１ｍほどにＳＫ28が隣接する。検

出面はＬⅣ上面である。平面形は不整楕円形である。規模は南北90㎝，東西53㎝，検出面からの深

さは22㎝である。周壁は比較的急な角度で立ち上がっている。堆積土は褐色土１層である。堆積状

況を判断できるだけの材料がなく，人為または自然堆積とする知見は得られなかった。

出土遺物がなく，また形態等に特徴がないことから本土坑の時期・性格は不明である。

本土坑は，上位面北端７区のＡＰ105グリッドに位置し，北側１ｍほどにＳＫ27が隣接する。検

出面はＬⅣ上面である。平面形は不整楕円形である。規模は南北100㎝，東西70㎝，検出面からの

深さは北側で最も深く83㎝である。周壁は北・南壁がオーバーハングし，その他は比較的急な角度

で立ち上がっている。堆積土は２層に分けられる。r２は周壁の崩落に起因するＬⅣ塊を多く含ん

でいることから，自然堆積と考えている。本土坑の時期・性格は出土遺物がなく，形態等に特徴が

認められないことから不明である。

本土坑は，上位面７区のＡＱ106グリッドに位置し，北西側２ｍほどにＳＫ28がある。検出面は

27号土坑　ＳＫ27（図７，写真５）

28号土坑　ＳＫ28（図７，写真５）

29号土坑　ＳＫ29（図７，写真５）



ＬⅣ面で，圃場整備等の掘削により検出面より上層には層厚約1.2ｍの盛土が堆積していた。

平面形は不整楕円形で，長軸方向はＮ約30°Ｗである。規模は長軸122㎝，短軸70㎝，検出面か

らの深さは100㎝である。周壁は急な角度で立ち上がっている。堆積土は２層に分けられる。周壁

の崩落に起因するＬⅣ粒を含んでいることから，自然堆積と考えている。

本土坑は，規模と形態から落し穴状土坑と考えられる。時期については，出土遺物がなく判断し

得ないが縄文時代と考えている。

本土坑は，中位面西側10区のＡＬ146グリッドに位置し，北西側１ｍ前後にＳＫ34が隣接する。

検出面は，ＬⅣ上面である。

平面形は不整円形と考えられ，南半分は調査区外へ続くが，側溝の敷設時に壊されている。規模

は遺存した部分で直径約158㎝，検出面からの深さは29㎝である。周壁は比較的急な角度で立ち上

がっている。遺構内堆積土は３層に分けられる。壁際からの流れこみの様相が認められることから，

自然堆積と判断している。遺物は，底面に接して20㎝大の２個の礫が出土した以外に何もなかった。

本土坑については，形態と規模から貯蔵穴と考える。時期は，出土遺物がなく判断し得ないが，縄

文時代と考えている。

本土坑は，中位面西側10区のＡＪ146グリッドに位置し，南西・南東側それぞれ１ｍ前後にＳＫ

32とＳＫ33が隣接する。検出面は，ＬⅣ上面である。

平面形は不整円形と考えられる。規模は直径約158ｍ，検出面からの深さは29㎝である。周壁は

比較的急な角度で立ち上がっている。上端よりも数㎝外側へ抉れている。遺構内堆積土は４層に分

けられる。レンズ状の堆積が観察されることから自然堆積と判断した。

遺物は，遺構内堆積土r２・３中から３点の縄文土器が出土し，そのうちの２点を図９に示した。

いずれも深鉢形土器片で，図９－１は口縁部下端に横位の隆帯を巡らせ，２は外面に条線文を施し

ている。本土坑については，形態と規模から貯蔵穴と考える。時期は，出土遺物から縄文時代後期

前葉と考えている。

本土坑は，中位面西側10区のＡＪ147グリッドに位置し，北西側１ｍ前後にＳＫ31が隣接する。

検出面は，ＬⅣ上面である。

平面形は不整楕円形と考えられ，南半分は調査区外へ続くが，側溝の敷設時に壊されている。規模

は遺存した部分で東西155㎝，南北約110㎝，検出面からの深さは28㎝である。周壁は緩やかに立ち

上がっている。遺構内堆積土は褐色土１層である。堆積状況を判断できるだけの材料はないが，人
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30号土坑　ＳＫ30（図７，写真５）

31号土坑　ＳＫ31（図７・９，写真５）

32号土坑　ＳＫ32（図８，写真６）
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　２７号土坑堆積土 
１　褐色粘質土　10ＹＲ4/6　（ＬⅣ粒少量） 

　２９号土坑堆積土 
１　黄褐色粘質土　10ＹＲ5/6　（ＬⅣ粒多量）
２　褐色土　10ＹＲ4/6　（ＬⅣ粒少量） 

　３０号土坑堆積土 
１　褐色砂質土　10ＹＲ4/4　
２　褐色砂質土　10ＹＲ4/3　
３　褐色砂質土　10ＹＲ4/6　（ＬⅣ粒少量） 

　３１号土坑堆積土 
１　褐色砂質土　　10ＹＲ4/6　（ＬⅣ粒少量）
２　暗褐色砂質土　10ＹＲ3/3　
３　褐色砂質土　　10ＹＲ4/6　（ＬⅣ粒少量）
４　暗褐色砂質土　10ＹＲ3/4

　２８号土坑堆積土 
１　褐色粘質土　　10ＹＲ4/6　（ＬⅣ塊少量）
２　黄褐色粘質土　10ＹＲ5/6　（ＬⅣ塊多量） 
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図７ 27～31号土坑
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ＬⅤ 
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ＡＫ146
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　３２号土坑堆積土 
１　褐色砂質土　10ＹＲ4/4　（ＬⅣ粒微量） 

　３３号土坑堆積土 
１　褐色砂質土　10ＹＲ4/3　（ＬⅣ粒微量）
２　褐色砂質土　10ＹＲ4/6　（ＬⅣ粒少量）
３　暗褐色砂質土　10ＹＲ3/2
４　褐色砂質土　10ＹＲ4/4　（ＬⅣ粒微量） 

　３４号土坑堆積土 
１　褐色砂質土　10ＹＲ4/3　（５㎜大炭化物微量）
２　褐色砂質土　10ＹＲ4/6　（ＬⅣ粒少量）
３　褐色砂質土　10ＹＲ4/3

　３５号土坑堆積土 
１　黒褐色砂質土　10ＹＲ2/3　
２　暗褐色砂質土　10ＹＲ3/3　
３　黒褐色砂質土　10ＹＲ2/3　（ＬⅤ砂礫多量） 
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図８ 32～35号土坑



０ １０㎝ 
（1/3） 

１ 

２ ３ 

（ＳＫ31r２・３）Ⅴ５ｂ

（ＳＫ31r２）Ⅴ５ｅ （ＳＫ34r２）Ⅴ５ｃ 

壁は垂直に立ち上がっている。遺構内堆積土は４層に分けられる。r１・２・４には，周壁の崩落

に起因したＬⅣ粒が含まれていることから，自然堆積と判断した。

本土坑については，形態と規模から貯蔵穴と考える。時期は，出土遺物がなく判断し得ないが，

縄文時代と考えている。

本土坑は，中位面西側10区のＡＫ145グリッドに位置し，南東側１ｍ前後にＳＫ30が隣接する。

検出面は，ＬⅣ上面である。

平面形は不整円形と考えられ，規模は直径約196㎝，検出面からの深さは42㎝である。周壁は垂

直に近い角度で立ち上がっている。遺構内堆積土は３層に分けられる。レンズ状の堆積が観察され

ることから，自然堆積と判断した。遺物は，底面に接して40㎝大の１個の礫が出土した外に，遺構

内堆積土中から縄文土器片が１点出土し図９に示した。図９－２は外面に斜行縄文を施した深鉢形

土器片である。 本土坑については形態と規模，出土遺物から縄文時代後期の貯蔵穴と考える。

本土坑は，中位面南西側12区のＡＩ158・159グリッドにまたがって位置する。検出面はＬⅣ上面

であるが，堆積土の断面観察（図８右下土層図）に示したように，黒褐色土（ＬⅢｂ）層から掘り

こまれていることを確認している。また，土層図中の太線は検出した時点のＬⅣ面を表現した。

平面形は不整楕円形で，西半分は調査区外へ続いている。規模は遺存した部分で南北110㎝以上，

東西90㎝以上，底面からＬⅢｂ上面までの深さは76㎝である。周壁は比較的緩やかな角度で立ち上

がる。遺構内堆積土は３層に分けられる。レンズ状の堆積が観察されることから，自然堆積と判断

している。本土坑については，形態等に特徴がなく不明である。時期は，縄文時代晩期の土器を包

含したＬⅢｂを掘りこむことから，縄文時代晩期またはそれ以降のものと考える。 （阿　部）
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為堆積とする知見も得られていない。

出土遺物がなく，また形態等に特徴がないこと

から本土坑の時期・性格は不明である。

本土坑は，中位面西側10区のＡＩ147グリッド

に位置し，北東側１ｍ前後にＳＫ31が隣接する。

検出面は，ＬⅣ上面である。

平面形は不整円形である。規模は直径約170㎝，

検出面からの深さは深いところで46㎝である。周

34号土坑　ＳＫ34（図８・９，写真６）

35号土坑　ＳＫ35（図８，写真６）

33号土坑　ＳＫ33（図８，写真５）

図９ 土坑出土遺物
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遺物包含層からは，上位面南

東縁の12区から59点，中位面か

ら下位面にかけての段丘崖の13

区から26点，合計85点が出土し

ている。中位面の段丘崖付近に

ある遺物包含層から出土した遺

物の総点数は，平成16年度分を

加えて2,571点の土器が出土し

た。主体を占める遺物は調査区

によって違いが認められ，12区

ではⅥ群2類とした縄文時代晩

期の土器，13区ではⅤ群とした

縄文時代後期の土器である。確

認できる堆積層ごとの出土量

は，12区についてはＬⅠが50点，

ＬⅡが１点，ＬⅢｂが８点であ

る。図10には土器出土量の平面

分布を示した。13区については，

遺物のすべてがＬⅢｄ層からの

出土である。出土状況をみると，

12区では調査区の南端部分にＬ

Ⅲｂが厚さ50㎝で残存し，この

層から出土している。13区では
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図10 グリッド別土器出土点数

道平遺跡の３次調査では，平成16年度の２次調査に引き続き中位面６区の南側に接する13区，そ

して上位面南東縁の11区において遺物包含層が形成されていた。調査の段階で基本土層をＬⅠ～Ⅵ

の６層に区分し，調査を進めた。これらの層については，第３編第２章第１節で報告した。以下で

は，包含層から出土した遺物について報告するが，表土や撹乱穴等の中から出土した遺物について

も本節で扱う。

第４節　遺 物 包 含 層

遺物の出土状態

（図10）



０ １０㎝ 
（1/3） 

１～８ 

０ １０㎝ 
（2/5） 

９～15
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１１ 
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１２ 

１５ 

１３ 

１４ 

（ＡＰ176ＬⅢｄ）Ⅴ１

（ＡＰ176ＬⅢｄ）Ⅴ１ 

（ＡＰ176ＬⅢｄ）Ⅴ２ （ＡＰ176ＬⅢｄ） 
Ⅴ５ｃ 

（ＡＰ176ＬⅢｄ）Ⅴ２ 

（ＡＰ176ＬⅢｄ） 
Ⅴ５ｃ 

（ＡＰ176ＬⅢｄ）Ⅴ３ｂ 

（ＡＵ157ＬⅢｄ）Ⅵ２ 
（ＡＸ157ＬⅠ）Ⅵ２ 

（ＡＹ156ＬⅠ）Ⅵ２ 

（ＡＵ135ＬⅢａ）Ⅴ４ 

（ＡＸ157ＬⅠ）Ⅵ２ 

（ＡＸ157ＬⅠ）Ⅵ２ 

（ＡＸ157ＬⅠ）Ⅵ２ 

（ＡＹ156ＬⅠ）Ⅵ２ 

平成16年度に調査した６区の南縁に接したＡＮ176グリッドのＬⅢｄ層からの出土である。それ以

外ではグリッドでは圃場整備等の掘削によってＬⅢｂやＬⅢｄが失われてしまっている。

Ⅴ 群 土 器 図11－１～８はいずれも深鉢形土器片である同図１は｢Ｊ｣字状の隆帯が垂下した口

縁部片，同図２は突起部分を欠損した波状口縁の波頂部片，同図３・４は縄文地に沈線で波状，蕨

手状の文様を描いた口縁部片，５・６は器面に斜行縄文を施した胴部片そして同図７・８は集合沈

線で文様を描いている。

Ⅵ 群 土 器 図11－９～13は深鉢形土器片，同図14・15は台付鉢の破片で，いずれも２類の縄文

時代晩期の土器に分類される。同図９・10は網目状撚糸文を施した胴部片，同図13は突起部分の欠

損した口縁部片，同図12・14は磨消縄文手法が認められ，帯状の縄文帯・無文帯を描いている。

（阿　部）
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図11 遺物包含層出土遺物

遺　　　物　（図11，写真７）



この章では，熊川の支流である大川原川を挟んで，南北の段丘面上に立地した上平Ａ遺跡（第１

編），上平Ｂ遺跡（第２編）そして道平遺跡（第３・４編）の３遺跡についてまとめてみる。３遺跡

についてそれぞれ今回の調査成果をまとめた後に，大川原川流域の縄文時代について整理してみる。

上平Ａ遺跡の３次調査により遺跡の立地する段丘面の南北で，主体となる時期がそれぞれ異なる

ことが確認できた。まず，段丘南側では，平成14年度の１次調査，平成16年度の２次調査そして今

回の３次調査の成果から，主体となる時期は縄文時代前期前葉で，概ね大木１式期と考えられる。

出土遺物から縄文時代前期と考えた遺構のうち，段丘南側に位置するものは竪穴住居跡31軒（ＳＩ

１～17・19～24・26～33），土坑17基（ＳＫ11･14･18･19･21･26･30～34･39･41･43･47･49･55･64），

集石遺構（ＳＳ１～４）である。17基の土坑のうち９基（ＳＫ14･19･21･30･31･34･39･47･55）は,

規模と形状から貯蔵穴と考えている。縄文時代前期の住居跡は，南北約100ｍ，東西約60ｍの範囲

に比較的密集し，そのほとんどが重複せずに造られていた。１次調査時において｢広場｣として推定

された部分については，圃場整備に際して大きく削平され，遺構が失われたことで広場のように見

えた可能性が高いと考えられている（松本他2005）。該期の土器（第1編図26-5）内面に付着した炭

化物を対象に放射性炭素の年代測定を実施したところ5,680±40（ｙｒＢＰ）との結果を得ている

（付編1参照）。この他に，段丘南側において時期の判明した遺構は，縄文時代中期末葉（大木10式

期）の複式炉をもつ竪穴住居跡（ＳＩ25），集石遺構（ＳＳ５）が，平安時代前半の鍛冶工房跡と

考えられる住居跡（ＳＩ18。９世紀後葉），小型の箱形炉と考えている３基の製鉄炉跡（ＳＷｋ1～

3。９世紀代），そして放射性炭素の年代測定で13世紀後半とされた１基の木炭窯跡（ＳＣ１）を確

認した（山内他2003）。

段丘南側の調査区北縁から約90ｍ離れた段丘北側調査区では，３次調査の結果，主体となる時期

は縄文時代後期前葉で，おおよそ綱取Ⅰ･Ⅱ式期と考えられる。出土遺物から縄文時代後期と考え

た遺構のうち，段丘北側に立地するものは，竪穴住居跡２軒（ＳＩ35・36），土坑13基（ＳＫ58･

68･72･74･78･80･81･83･85･86･88･89･94）である。13基の土坑は断面形状がわずかに袋状を呈した

貯蔵穴と考えている。縄文時代後期の遺構の立地をみると，住居跡は斜面裾部に，土坑は斜面肩部

付近にほとんど重複せずに，住居跡と貯蔵穴の立地場所を違えて造られていた。段丘北側調査区の

斜面で確認できたＬⅡ層，ＬⅢｂ層とした遺物包含層は，北側に隣接する上平Ｂ遺跡まで続いてい

ることを確認したことから，段丘北側調査区と上平Ｂ遺跡は，縄文時代後期において一連の生活域

だったと考えている。この他に，時期の判明した遺構は，縄文時代前期の６基の土坑（ＳＫ70･73･
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97･98･100･102）のうち，３基（ＳＫ70･73･100）については規模と形態から貯蔵穴と考えている。

昭和初期に造られた２基の木炭窯跡（ＳＣ２･３）も確認している。

上平Ｂ遺跡は平成16年度の１次調査と今回の２次調査の成果から，主体となる時期は縄文時代後

期前葉で，おおよそ綱取Ⅰ･Ⅱ式期と考えられている（松本他2005）。基盤層である黄褐色砂質土

（ＬⅣ）の上にはＬⅡとＬⅢ層とした遺物包含層が，40～70㎝の厚さで堆積しており，２層中に大

半の土器片が含まれている。出土土器片のうち全体の約95％が縄文時代後期前葉に比定される。残

りの５％は縄文時代前期前葉（大木１式期）の土器で，主に１次調査区の北東側に多く分布が見ら

れる。また，ＬⅡ層，ＬⅢ層とした遺物包含層は，南側に隣接する上平Ａ遺跡の縄文後期の住居跡

（ＳＩ35・36）が立地する場所まで続いていたことが確認したことから，上平Ａ遺跡の段丘北側調

査区と上平Ｂ遺跡は縄文時代後期前葉において一連の生活域だったと考えている。

出土遺物の特徴から縄文時代後期と考えた遺構は，建物跡５棟（ＳＢ１～５），土坑14基（ＳＫ

２･３･５～７･10･12･16･18･19･21～23･25）である。５棟の建物跡のうち３棟（ＳＢ１・３・４）

は６個の柱穴から構成されている。14基の土坑のうち９基（ＳＫ２･５･12～15･17･21･22）は形態

と規模から貯蔵穴とされ，建物跡の周囲に比較的多く分布している。建物跡については，建物だけ

で構成された生活空間が確認でき，貯蔵穴との配置関係や，建物周囲に立地する数などを類例に比

較すると，｢倉庫｣としての機能を持っていた可能性は低いとしている（松本他2005）。

道平遺跡は常磐自動車道の建設に伴う平成14年度の１次調査，平成16年度の２次調査そして今回

の３次調査の成果から，主体となる時期は縄文時代後期前葉で，概ね綱取Ⅰ･Ⅱ式期と考えている。

出土遺物から縄文時代後期と考えた遺構は，上位面の３・10区の貯蔵穴11基（ＳＫ12～15･17･18･

30～34），中位面の６区の竪穴住居跡３軒（ＳＩ２･３･５），貯蔵穴３基（ＳＫ21･22･25），集石遺

構１基（ＳＳ１），土器埋設遺構（ＳＭ１）である。この他に時期の判明した遺構は，中位面の６

区から縄文時代中期（大木10式期）の住居跡２軒，上位面の11区から縄文時代晩期（大洞Ａ式期）

の住居跡１軒を確認した。また，中位面の６区の南縁付近には，南東から北西に向かって浅い谷が

入るが縄文時代後期にはほとんど埋まっていたと考えている。

また，圃場整備に先立って昭和55（1980）年に行われた発掘調査の箇所（1,400㎡）は，同一段

丘上でも中位面６区から約200ｍの東に離れたところに位置する（第3編図1参照）。昭和55年の調査

で確認した時期は，縄文時代後期（綱取Ⅰ・Ⅱ式期）から縄文時代晩期そして弥生時代へと継続し

ている。中でも主体をなす時期は，平成14年度から行ってきた調査区と異なり，縄文時代晩期後半

（大洞Ｃ1～Ａ’式期）である。平坦な中位面上には，直径約20ｍの範囲内に37基の土器埋設遺構が

分布し，調査区外にも土器埋設遺構が分布する可能性が高いと推測されている（渡辺他1983）。縄
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文時代後期から晩期の遺物の中には，土偶・動物形などの土製品，石棒などの石製品も出土してい

る。このことから，昭和55年の調査区周辺は祭祀などを行った空間が存在していたと考えている。

ここでは，上平Ａ・上平Ｂ・道平遺跡の３遺跡に共通して主体を占めている縄文時代後期前葉の

土器について整理しておきたい。土器編年観については，近年の調査のうち縄文時代中期末葉から

後期前葉までの遺構・遺物が数多く確認され，遺構の重複関係と遺物の出土層位を基に，主として

遺構内出土土器の変遷を検討された安達郡本宮町にある高木遺跡（９区）での土器編年案（大河原

2003）を参考に，３遺跡の縄文時代後期について概観してみる。

縄文時代後期初頭 編年案によると，縄文時代後期初頭（｢Ⅲ群1類（1）｣）とした資料は，概ね

田村郡三春町の越田和遺跡の成果から｢２群土器｣（福島1996）に併行する資料とされている。上平

Ａ・上平Ｂ・道平の３遺跡のうち，本段階として抽出できた資料は，上平Ｂ・道平遺跡の遺物包含

層の中で確認した（表１参照）。本段階の土器の器形は深鉢形土器と注口土器が認められ，いずれ

も破片資料で数量は図化したものですべてである。深鉢の口縁部下端に｢ハ｣または｢Ω｣字状の隆線

が巡るもの（道平:3編図22-16～18）や，下端に舌状の小突起が張り出した資料（上平Ｂ:常41-2編

図37-22）が確認できる。ほかに，｢Ｉ｣字状の隆線が口縁端部の上位までせり上がった資料（上平

Ｂ:2編図6-12）も確認でき，これらは加曽利Ｅ式系の資料と考えている。注口土器の資料（道平:3

編図23-16･17）は，薄手の器面に隆線で文様を表現した浅鉢形土器と考えている。

この段階の遺構は確認できていない。出土層位をみると，上平Ｂ遺跡ではＬⅡ層から，道平遺跡

では中位面６区のＬⅡ層から出土しており，同じ層中からは次の新しい段階に比定される資料と混

在した状況が確認できた程度で，特筆すべき層位的事例は認められなかった。

縄文時代後期前葉１ 次に，縄文時代後期前葉とされる年代観の中には，次ぎの３つの段階が設

定される。古い順に，綱取Ⅰ式に比定した資料は｢Ⅲ群１類（2）｣段階，綱取Ⅱ式古相に比定した

資料は｢Ⅲ群１類（3）｣段階，そして綱取Ⅱ式新相に比定した資料は｢Ⅲ群１類（4）｣段階とされて

いる。

綱取Ⅰ式に比定された｢Ⅲ群１類（2）｣段階の資料は，上平Ａ・上平Ｂ・道平の３遺跡で確認さ

れている。この段階の土器の器形は，深鉢形土器，両耳壷，壷形土器，注口土器そして蓋が認めら

れ，その大半を深鉢が占めている。深鉢形土器の大半は，破片資料で全体形の分る資料は無いが，

器形は概ね上平Ａ遺跡で出土した両耳壷（1編図27-1）の体部と同程度の規模と形状であったと考

えている。口縁部文様帯は，｢Ｃ｣や｢Ｉ｣または｢Ｊ｣字状の隆帯を施している。中には口縁部の｢Ｃ｣

字状隆帯と，その直下の胴部に｢Ｊ｣字状の隆帯が合体し，一見して｢Ｓ｣字状の隆帯を施した両耳壷

の資料がある（上平Ａ:1編図33-1）。胴部文様は，隆帯直下に｢し｣字状文様（道平:3編図17-1），

｢し｣字状文様と剣先状文様を上下に合わせ描いた文様（上平Ａ:1編図19-1）や波状文様（上平Ｂ:常

41-2編図30-9。道平:4編図11-3），円形浮文を多用し｢の｣字状文様を横位に展開したもの（上平Ａ:1
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編図33-11）が認められる。また，称名寺式の垂下隆帯や門前式の鎖状隆帯の影響を受けたと考え

られる隆帯上面に刺突文を施した資料（上平Ｂ:常41-2編図28-15,30-7,34-24）も認められ，この種

の資料が次の段階に列点状の刺突文へと文様表現が簡略化すると考えられる。

壷形土器は，口縁部が｢く｣字状に屈曲する資料も認められる。口縁部には橋状把手が認められ，

把手が｢８｣字状のもの（上平Ｂ: 常41-2編図19-1,2編図8-3），そして捻転状のもの（上平Ｂ:2編図8-4。

道平:3編図23-15）が確認できる。両耳壷は，板状の把手（上平Ａ: 2編図27-1,33-1,34-1。上平Ｂ: 常

41-2編図38-11。道平:3編図23-18）を取り付け，把手の中心にして胴部に沈線や隆線で文様を描い

ている。注口土器は，注口部とその上部の突起部の正面観が｢８｣字状の突起状になるよう成形して

いる（上平Ｂ:2編図8-2）。蓋は，表裏ともに丁寧にナデており，体部が湾曲するもの（常41-2編図

15-3）と，扁平なもの（上平Ｂ:常41-2編図15-2.2編図8-7）の２種類がある。

本段階の資料には，称名寺式新段階とされる土器片（上平Ａ:1編図33-3･10。上平Ｂ:常41-2編図

29-6,31-16。道平:3編図11-1,21-16～19･23）も僅かに出土し，今回図示した10点の資料がすべてで

ある。また，三十稲葉式土器に比定される土器片もわずかに出土している（上平Ｂ:常41-2編図38-

14～16。道平:3編図11-3,23-12･13）。

本段階の資料が出土した層位は，前段階と同様に，層中に本段階よりも前・後段階の資料が混在

した状況を確認したのみで，他に特筆できるような層位的な事例は認められなかった。

この段階の資料を確実に伴う遺構は，上平Ａ遺跡では段丘南側調査区で確認した貯蔵穴２基（Ｓ

Ｋ81･94），上平Ｂ遺跡の貯蔵穴５基（ＳＫ3･8･19･21･22），そして道平遺跡の中位面６区にある住

居跡１軒（ＳＩ５），土器埋設遺構１基（ＳＭ１），上位面で確認した２基の貯蔵穴（ＳＫ14・31）

である。

縄文時代後期前葉２ 綱取Ⅱ式古相に比定される｢Ⅲ群１類（3）｣段階では，特に深鉢形土器の

口縁部文様帯の表現に変化が認められる段階とされる。先行研究（馬目1970･1982他）にもあるよ

うに，文様表現の変化は，口縁部文様帯を区画する隆帯が沈線化した資料（上平Ａ:1編図11-5,33-

14。上平Ｂ:常41-2編図5-4･5,8-3･5･6,14-2･6･8,17-4･11,22-2,29-10･14～22,30-3･4･12･19,31-1･12～15･

19･20,32-1～5･8～14,33-8･9･31,34-17･19･20･25･26,35-8～17.2編図6-14･16･21･22,7-1･2･4･5･10･14･

21。道平:3編図17-7,21-12,22-8･14･15.4編図11-4･7）や，口縁部に見られた｢Ｉ｣字状隆帯文様が沈線

化し，円形浮文の盲孔化する資料（上平Ｂ:常41-2編図34-28･29）に認められる。他に，深鉢の胴部

に施された文様のうち，前段階に認められた列点を伴った垂下隆帯の文様を模した列点状の刺突文

のみを施した資料（上平Ｂ:常41-2編図32-1,34-4･20,35-12。道平:3編図22-8）や，｢し｣や｢Ｊ｣字状文

様とその下位に施した剣先状文様（上平Ａ:1編図27-1の胴部文様）を一体化させ，沈線で｢Ｙ｣字状

（上平Ｂ:常41-2編図17-6）または蕨手状文様を描いた資料（上平Ｂ:常41-2編図30-1。道平:3編図17-2）

なども，一様に文様表現の簡略化として理解されている。この段階の土器の器形は，深鉢形土器の

みで，その他の器形は今のところ無かった。

本段階の資料には，三十稲葉式土器に比定される土器片が１点だけ確認されている（上平Ｂ:常
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表１　上平Ａ・上平Ｂ・道平遺跡出土遺構・遺物編年表 
編　　年　　案 上　平　Ａ　遺　跡 上　平　Ｂ　遺　跡 道　平　遺　跡 

－
－　 
－　 
ＳＫ81･85･94
ＬⅠ,Ⅱ

1編26図14･15,27図1･8･9,33図1～3･10･11･ 
15～17。

ＳＩ36
ＬⅠ,Ⅲ（段丘北側）,Ⅲｂ（段丘南側）
 
 
 　 
常41-1編35図10。
1編11図5･6,33図14。 
 
 
 
－
ＬⅢ
常41-1編35図11～15。

－
ＬⅡ
常41-2編37図32。
2編6図12。
ＳＫ3･8･19･21･22
ＬⅠ,Ⅱ,Ⅲａ･ｂ
常41-2編16図1･2･12･13,17図6･20･25･ 
32･35,18図1･5,19図1,21図8,22図1,28図1～ 
8･15･16,29図6･9･11,30図1･7･10,31図16･ 
17,34図16･21,34図24,35図18～22･24･25,
36図1～9･21･22,37図1～14,38図14～16。
2編6図3～6,7図6･18･23～25,8図1～4。
ＳＢ3･4。ＳＫ2･5･15･17
ＬⅠ,Ⅱ,Ⅲａ･ｂ
常41-2編8図3･6,14図2･6･8,16図8･9,
17図4･8･11,19図3,20図1～4･16,22図2,

28図11･12,29図10･14～22,30図3･4･12･19･ 
20,31図1･12～15･19,32図1～6･8～14,

33図4･5･8･9･31,34図17･19･20･25･26･ 
28～30,35図8～17,36図12～16,37図2･15･ 
16,38図13。
2編6図13･14･16･21･22,7図1･2･4･5･10･ 
14･15･18･21。
－
ＬⅠ,Ⅱ,Ⅲａ･ｂ
常41-2編34図7～15。

－
ＬⅡ（中位面）　
3編21図1,22図16～18,23図15～17。　
ＳＩ5。ＳＫ31･14。ＳＭ1

ＬⅡ,Ⅲd（中位面）

　
3編10図1,11図1,17図1,19図1,21図2,16～19･ 
23,22図19･22～24,23図8･12･13･18。 
4編9図1,11図3。

　
ＳＫ18･21
ＬⅠ,Ⅱ,Ⅲｄ（中位面）

　 
3編17図3,21図12,22図8･14･15。
4編11図4。

　 

ＳＩ3
ＬⅡ
3編22図4～7･9。4編11図7･8

初頭 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
前葉 

綱取Ⅰ式 
 
 
 
 
 
 
 
 　 

綱取Ⅱ式古相 
 
 
 
　 
 
 

綱取Ⅱ式新相 

Ⅲ群1類（1）

 
 
 

Ⅲ群1類（2）

　 

Ⅲ群1類（3）

Ⅲ群1類（4）

遺　構
出土層　 
遺　物　 
遺　構
出土層
 
 　 

遺　物

　 
遺　構
出土層
 
 
 　 

遺　物

 
 
 　 

遺　構
出土層
遺　物

縄
　
文
　
時
　
代
　
後
　
期 

（｢常41-｣とは松本他2005『常磐自動車道遺跡報告41』。｢編年案｣は大河原2003:第3編第1章第1節を踏襲）

41-2編図38-13）。器面には浅めの多条沈線で重弧状の文様を描いている。

この段階の資料を含む層位は，前段階と同様に，層中には前後の段階の資料が混在した状況が確

認できたのみで，他に特筆できるような層位的な事例は認められなかった。

この段階の資料を伴う遺構は，上平Ａ遺跡では段丘南側調査区にて確認した住居跡１軒（ＳＩ36），

上平Ｂ遺跡では２棟の建物跡（ＳＢ3･4）と４基の貯蔵穴（ＳＫ2･5･15･17），そして道平遺跡では

上位面３区にある貯蔵穴１基（ＳＫ18）と中位面６区で確認した１期の土坑（ＳＫ21）の計２基で

ある。

縄文時代後期前葉３ 綱取Ⅱ式新相に比定される｢Ⅲ群１類（4）｣段階では，本宮町高木遺跡

（９区）と同様に，本段階に比定される資料数が少ない。土器の器形は深鉢形土器の破片のみ確認

されている。器面の文様は多条沈線で描かれている（上平Ａ: 常41-1編図35-5･12～15。上平Ｂ:常

41-2編図35-5～15。道平:3編図22-4～7･9.4編図11-7･8）。

この段階の資料を含んだ層位的事例は認められなかった。この段階の資料を伴う遺構は，道平遺

跡の中位面６区で確認した１軒の住居跡（ＳＩ３）である。

ここでは，大川原川に面した遺跡の立地状況について改めて整理する。上平Ａ・上平Ｂ・道平遺

跡は，東流する熊川とその支流である大川原川の間に発達した段丘面上に立地し，熊川と大川原川

との合流地点から西へ90ｍほどのところにある。上平Ａ・上平Ｂ遺跡は大川原川の南岸の段丘面上

に，道平遺跡は北岸の段丘面に位置している。上平Ｂ遺跡の北端から道平遺跡のうち中位面の６区

南端までの距離は，川を挟んで約120ｍである。上平Ｂ遺跡の段丘面上の標高は約60ｍ，道平遺跡

のうち中位面の標高は約56ｍであり，大川原川の河川敷からは６～10ｍ程高い場所に位置している。

大川原川に面した標高49～53ｍの場所，つまり道平遺跡の下位面14区の周辺は，上流に坂下ダム

（1973年竣工）ができる以前までは，川が増水すると必ず水没していたと聞いている。そのため，
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０ １００ｍ 
（1/2,500） 

縄文時代後期前葉縄文時代後期前葉 縄文時代前期前葉縄文時代前期前葉 

縄文時代晩期縄文時代晩期 

縄文時代後期前葉 縄文時代前期前葉 

縄文時代晩期 

道平遺跡道平遺跡 

道平遺跡道平遺跡 

道平遺跡 

道平遺跡 

上平上平Ｂ遺跡遺跡 

上平上平Ａ遺跡遺跡 

上平Ｂ遺跡 

上平Ａ遺跡 

上平上平Ｂ遺跡遺跡 上平Ｂ遺跡 

上平上平Ａ遺跡遺跡 上平Ａ遺跡 

貯蔵穴 

住居跡 

建物跡 

包含層推定範囲 

大川大川原川原川 大川原川 
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0

6
5
.0
0ｍ
 

6
5
.0
0ｍ
 

7
0
.0
0ｍ
 

60.00ｍ 60.00ｍ 

前　期 中　期 
縄　文　時　代 

後　期 晩　期 
前　葉 前～後葉 末　葉 前　葉 前～後葉 後半 

住居跡 
貯蔵穴 
土器埋設遺構 
集石遺構 
主体となる包含層 

2

1

○ 

3

4

2

1

〇 

1

10

1

1

○ 

前　期 中　期 
縄　文　時　代 

後　期 晩　期 

(参考　渡辺他1983，山内他2004，松本他2005)

前　葉 前～後葉 末　葉 前　葉 前～後葉 後半 
31

12

4

○ 

住居跡 
貯蔵穴 
集石遺構 
主体となる包含層 

12

1

2

1

2

3

○ 

10

 

38

前　期 中　期 
縄　文　時　代 

後　期 晩　期 
前　葉 前～後葉 末　葉 前　葉 前～後葉 後半 

住居跡 
貯蔵穴 
主体となる包含層 

 2

9

○ 

3

5

道平遺跡 

上平Ａ遺跡 

上平Ｂ遺跡 

標高50～51ｍの範囲は，川の氾濫を幾度も受け，その都度水没と侵食そして土砂の堆積を繰り返し

たためであろうか，南平Ｂ遺跡の試掘調査結果（福島県教育委員会2004）と，道平遺跡の14区の発

掘調査した結果では，再堆積した砂礫層を確認したのみで遺構・遺物を確認できなかった。

また，上平Ａ遺跡の立地する段丘の南側（縄文時代前期前葉の集落跡が立地した付近）の谷には，

大川原川に流れ込む小川が流れており，坂下ダム建設以前には，川幅の狭い川であるが水量豊富で，

ウナギも獲れたと聞いている。ちなみに，大川原川にはサケが遡上していたとも聞いている。
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縄文時代前期前葉（図12右上） この時期は大木１式期と考えられ，上平Ａ遺跡では段丘南側調

査区を中心に31軒の住居跡（ＳＩ１～17･19～24･26～33）で構成されている。住居跡は南北約100

ｍ，東西約60ｍの範囲に比較的密集し，そのほとんどが重複せずに造られていた。１次調査時にお

いて｢広場｣として推定された部分については，圃場整備に際して大きく削平され，遺構が失われた

ことで広場のように見えた可能性が高いと考えられている（松本他2005）。段丘北側調査区でもわ

ずかに３基の貯蔵穴（ＳＫ70･73･100）が確認できている。上平Ｂ遺跡では，遺構を確認できなか

ったものの，調査区から該期の遺物包含層を確認した。特に，調査区北東側の段丘縁付近からの土

器が多く分布することから，東へと続く段丘縁付近には該期の遺構が遺存していると考えている。

縄文時代後期前葉 （図12左） この時期は概ね綱取Ⅰ･Ⅱ式期と考えられ，上平Ａ遺跡の段丘

北側調査区と上平Ｂ遺跡は，立地状況から両遺跡が該期の一連の生活域を構成していたと考えてい

る。大川原川南岸の範囲は，段丘上に該期の住居跡２軒（上平Ａ:ＳＩ35・36），建物跡２棟（ＳＢ

3･4），貯蔵穴12基（上平Ａ:ＳＫ81･85･94。上平Ｂ:ＳＫ2･3･5･8･15･17･19･21･22）が，それぞれの

遺構だけで構成された空間を，設置する段丘面を違えて作り分けていた可能性が高いと考えている。

上平Ｂ遺跡の位置する平坦な段丘面は東西に続くことから，該期の遺構はまだ周囲に遺存している

可能性は高い。対岸の道平遺跡でも段丘上に該期の住居跡４軒（ＳＩ2･3･5,1980年発掘調査1軒），

貯蔵穴４基（ＳＫ14･18･21･31），土器埋設遺構２基（ＳＭ1，1980年発掘調査1基:37号）を確認し

ている。道平遺跡の遺構も，上平Ａ・Ｂ遺跡のように，住居跡は中位面段丘縁に，貯蔵穴は上位面

中央にと，それぞれの遺構だけで構成された空間を分けていた可能性が高いと考えている。道平遺

跡の上位面南縁付近そして中位面南縁付近には，該期の遺物包含層を確認できることから，大川原

川の見える上・中位面崖際には住居跡を造っていた可能性が高いと考えている。

縄文時代晩期 （図12右下） この時期の遺構の主体となる時期は，概ね大洞Ｃ2～Ａ式期と考

えられ，道平遺跡でのみ確認されている。該期の遺構は，上位面南端から住居跡１軒（ＳＩ６:大

洞Ａ式期），中位面から複数の土器埋設遺構（1980年発掘調査分）が確認されている。上位面およ

び中位面南縁付近には，該期の遺物包含層を確認していることから，大川原川の見える上・中位面

崖際には住居跡が造られていた可能性が高いと考えている。

以上，上平Ａ・上平Ｂ・道平遺跡の縄文時代の集落変遷と後期の土器編年案について概観した。

近年，安達郡本宮町高木遺跡をはじめとする，福島県安積郡，安達郡，田村郡，伊達郡内を流れる

阿武隈川流とその支流域において縄文時代中期末葉から後期前葉にいたる集落の変遷をたどること

のできる遺跡数が増加してきている。双葉郡大熊町の大川原川流域の３遺跡についても，多少の時

期差はあるものの,概ね同時期に集落を営まれた可能性が高いと考えている。 （阿　部）
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大川原川流域の縄文時代の集落変遷　（図12）
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１ 調査区全景（１） ａ 調査前調査区遠景(南から)
ｂ ７区近景(西から) ｃ ８区近景(南から)
ｄ ９区近景(南西から) ｅ 10区近景(東から)

ａ 

ｂ 

ｅ 

ｃ 

ａ 

ｂ 

ｅ ｄ ｄ 

ｃ 
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２ 調査区全景（２） ａ 調査前11区近景(北東から) ｂ 調査前12区近景(北から)
ｃ 11区近景(北から) ｄ 12区近景(北から)
ｅ 13区近景(東から)

ａ ｂ 

ｃ 

ａ ｂ 

ｃ ｄｄ 

ｅ 

ｄ 

ｅ 



185

３ 調査区全景（３），基本土層 ａ 10区近景(南西から)
ｂ 11区基本土層１(東から)
ｃ 11区基本土層２(北東から)

ａ 

ｂ 

ｃ 

ａ 

ｂ 

ｃ 
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４ ６号住居跡 ａ 全景(北から)
ｂ 炉跡全景(南から) ｃ 土層(北から)
ｄ 炉跡土層(東から)

ａ 

ｂ 

ｃ 

ａ 

ｂ 

ｃ 

ｄ ｄ 



187

５ 27～31・33号土坑 ａ 27号土坑全景(西から) ｂ 28号土坑全景(西から)
ｃ 29号土坑全景(北から) ｄ 30号土坑全景(北から)
ｅ 31号土坑全景(東から) ｆ 31号土坑土層(南から)
ｇ 33号土坑全景(東から) ｈ 33号土坑土層(南から)

ａ ｂ 

ｃ 

ａ ｂ 

ｃ ｄｄ 

ｅ 

ｄ 

ｆ 

ｇ ｈ 

ｆ 

ｇ ｈ 

ｅ 
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６ 32・34・35号土坑 ａ 32号土坑全景(北から) ｂ 35号土坑土層(東から)
ｃ 34号土坑全景(東から) ｄ 34号土坑土層(南から)

７　出土遺物 

６－２ 

６－１ 

１１－１３ 

１１－１５ １１－１１ 

１１－９ 

１１－１ 

１１－３ 

１１－７ 

１１－４ 

ａ ｂ 

ｃ 

ａ ｂ 

ｃ ｄｄ 

ｅ 

ｄ 

ｆ 

ｇ ｈ 



第５編　上萩平Ｄ遺跡 

遺 跡 略 号 

所　在　地 

調 査 期 間 

調　査　員 

ＦＢ―ＫＨＤ・Ｄ
双葉郡双葉町大字山田字上萩平
平成17年６月７日～７月29日 
阿部　知己・a林　真人 

はぎ かみ だいら 





０ ５０ｍ 
（1/2,000） 

（世界測地系世界測地系） 

０ ５０ｍ 
（1/2,000） 

（世界測地系） 

除外範囲除外範囲 

平成平成17年調査区年調査区

未
調
査
区

未
調
査
区 

除外範囲除外範囲 

遺跡推定範囲遺跡推定範囲 遺跡推定範囲 

除外範囲 

平成17年調査区

未
調
査
区 

除外範囲 

（1,100㎡） （1,100㎡） 

上萩平Ｄ遺跡は，平成８年度に実施された，常磐自動車道の建設予定地を対象とした表面調査に

より縄文時代早・前期の土器片をわずかに採集し，場所が河岸段丘面北縁付近に立地したことから，

縄文時代の集落跡として推定され，その広がりは218,700㎡と提示された（福島県教育委員会1997）。
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第１章　調　査　経　過

平成13年11月には，常磐自動車道建設地内の

一部，10,000㎡を対象に試掘調査を実施した

が，保存を要する範囲は提示できなかった

（福島県教育委員会2002）。平成14年７月には，

5,500㎡を対象（福島県教育委員会2003）に，

平成15年10月には800㎡を対象（福島県教育

委員会2004）に試掘調査を実施したが，いず

れも保存を要する範囲は提示できなかった。

平成17年４月には，段丘の法面肩部から約80

ｍ南に位置している11,500 ㎡を対象に試掘調

査が実施され，常磐自動車道建設地内にて

4,500㎡が要保存要面積とされた（福島県教

育委員会2006）。

発掘調査については，建設用地縁から14ｍ

西側の１期線の工事範囲とされた予定路線

3,400㎡を対象として実施した。６月７日か

ら，重機を導入して表土剥ぎを行う。６月21

日から調査員２名と作業員10名で本格的な調

査に着手する。７月４日には，19名の作業員

を追加雇用し，合計29名で遺構の検出・精査

を実施した。７月上旬には，上萩平Ｄ遺跡で

発掘調査を行っていた調査員と作業員の一部

を割いて，双葉町八房平Ｂ遺跡の発掘調査へ

移動させ，２つの遺跡の発掘調査を実施した。

７月15日には検出作業を終えて，基盤層で

ある黄褐色土（ＬⅢ）上面において11基の土

坑を確認した。７月下旬には黄褐色土の上面 図１ 上萩平Ｄ遺跡調査区位置図



０ ５０ｍ 
（1/2,000） 

（世界測地系世界測地系） 

０ ５０ｍ 
（1/2,000） 

（世界測地系） 

２ 

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

２ 

Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ 

３ 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

未調査区 平成平成17年調査区年調査区 未調査区 平成17年調査区
Ｙ：99,730 Ｙ：99,820

Ｘ：159,250

Ｘ：159,120

（1,100㎡） 

Ｙ：99,730 Ｙ：99,820

Ｘ：159,250

Ｘ：159,120

（1,100㎡） 

で再度検出作業を実施し，掘り残しが無いことを確認した。７月27日には地形測量を実施し，７月

29日に平成17年度の発掘調査を終了した。

福島県教育委員会・財団法人福島県文化振興事業団と東日本高速道路株式会社による現地の引き

渡しは，上萩平Ｄ遺跡・八房平Ｂ遺跡を合わせて，８月３日に実施した。検出した遺構は，土坑11

基で，発掘調査に要した延べ日数は34日である。平成17年度に実施した発掘調査面積は3,400㎡で

ある。上萩平Ｄ遺跡の２期線の工事範囲とされる予定路線の東側1,100㎡については，発掘調査を

実施せずに残された。 （阿　部）
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第２章　遺 構 と 遺 物

第１節　遺構の分布と基本土層

遺構の分布（図３，写真１・２）

上萩平Ｄ遺跡平成17年度の発掘調査で検出された遺構は，土坑11基である。このうち，伏焼の方

法で木炭を焼成したと考えられる土坑３基と，４基の落し穴状土坑を確認した。表面調査時には，

縄文時代早・前期の土器片を採集したとされるが，土器片などの遺物は全く出土していない。図１

中の左上部分に広がる林の中で縄文時代後期の土器片が採取され，段丘北側縁辺での試掘調査の際

に縄文土器片がわずかに出土している（福島県教育委員会2003）ことから，常磐自動車道予定路線

以外の段丘北端付近において縄文時代の遺跡が確認できる可能性が高いと考えている。

図２ グリッド配置図

基 本 土 層（図３，写真２）

平成17年度に発掘調査を実施した，上萩平Ｄ遺跡の

西側については，圃場整備等で広範囲な地形の改変が

及んでおり，大半の部分で盛土を含めた表土下には，

基盤となる黄褐色土（ＬⅢ）が堆積していた。図３上部

の土層断面Ａ－Ａ’部分において，遺構が検出できな

かったことから1.4ｍほど掘削し，黄褐色土の下層の状

況を確認した。以下では，基本土層の観察を実施した

土層断面Ａ－Ａ’部分の成果について記載する。なお，

図３の土層断面中の太線は，ＬⅢの上面を示している。

ＬⅠは黒褐色土で，層厚は28～40㎝の盛土を含む表

土で，遺物を包含していない。ＬⅢは黄褐色砂質土で，

層厚は90～120㎝，ＬⅣはＬⅢの下に堆積する黄褐色

から白色の砂礫層で，段丘の基盤をなす堆積物である。

ＬⅢ，ＬⅣとも無遺物層である。



０ ２０ｍ 
（1/600） 

（世界測地系） 

０ １ｍ 
（1/50） 

２ 
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Ｇ６ 
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１０ 
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ＳＫ4

ＳＫ3

ＳＫ2

ＳＫ5

ＳＫ7 ＳＫ1

ＳＫ10

ＳＫ11

ＳＫ9

ＬⅠ 

ＬⅢ 

ＬⅣ 

ＳＫ8

ＳＫ6

Ｘ：159,240

Ｘ：159,238
Ｙ：99,782

Ｘ：159,210

Ｘ：159,180

Ｘ：159,130
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Ｘ：159,160
Ｙ：99,790

Ｘ：159,166
Ｙ：99,807

（1,10
0㎡） 

　基本土層 
ＬⅠ 
ＬⅢ 
ＬⅣ 

黒褐色土　10ＹＲ2/3　
黄褐色砂質土　10ＹＲ5/8　（ＬⅣ砂礫微量）
砂礫層　（花崗岩風化砂礫）

第２章　第１節　遺構の分布と基本土層

193

図３ 遺構配置図，基本土層



遺構との関係は，検出した土坑のほとんどがＬⅢ上面でその形を知ることができる。 （阿　部）
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平成17年度の発掘調査では，11基の土坑を確認した。ＳＫ２・５・６・11の計４基は落し穴状土

坑，ＳＫ１・３・４の計３基は伏焼の手法で木炭を作っていた土坑と考えている。

本土坑は調査区南側のＪ８グリッドに位置し，北東約６ｍの所にＳＫ10がある。検出面はＬⅢ上

面である。平面形は不整楕円形で，規模は東西125㎝，南北111㎝，検出面からの深さは32㎝を測る。

底面はほぼ平坦である。周壁の立ち上がりは急で，北壁と南西壁上位が焼土化している。遺構内堆

積土は４層に分けられる。暗褐色土と褐色土が交互に堆積しており，r３・４には炭化物が含まれ

ている。レンズ状の堆積状況が観察されることから，自然堆積土と判断した。本土坑から木炭以外

の遺物は出土しなかった。

本土坑は，上位の壁の一部が焼土化していることから，木炭を焼成した土坑と考えられる。時期

については，時代を判断できる遺物は出土していないため判断し得ないが，形態からＳＫ３・４と

同時期の遺構ものと考えられる。

本土坑は調査区北側のＧ５グリッドに位置し，北西約５ｍのところにＳＫ３がある。遺構検出面

はＬⅢ上面である。

平面形は長方形で，長軸方向はＮ82°Ｅである。規模は長軸140㎝，短軸42㎝，検出面からの深

さは76㎝を測る。底面は基盤の砂礫層であるＬⅣにまで達し，ほぼ平坦である。周壁の立ち上がり

はほぼ垂直で，上部は崩落により傾斜が緩やかになっている。遺構内堆積土は３層に分けられる。

褐色土と暗褐色土が交互に堆積し，堆積状況は壁際からの流れ込みの様相が観察されることから，

自然堆積土と判断した。本土坑から遺物は出土していない。

本土坑は，規模・形態から落し穴状土坑と考えられる。本土坑と同じ性格のＳＫ５・６・11がほ

ぼ一直線上に分布し，ＳＫ５・６とは長軸方向がほぼ同一である。時期については遺物が出土して

いないため判断し得ないが，縄文時代のものと考えている。

本土坑は調査区北側のＧ５グリッドに位置し，南東約５ｍのところにＳＫ２がある。遺構検出面

はＬⅢ上面である。

平面形は隅丸長方形で，規模は長軸154㎝，短軸87㎝，検出面からの深さは37㎝を測る。底面は，

第２節　土　　　　　坑

１号土坑　ＳＫ１（図４，写真３）

２号土坑　ＳＫ２（図４，写真３）

３号土坑　ＳＫ３（図４・写真３）



北半分が一段低く，南半分はほぼ平坦となっている。周壁は北壁では緩やかであるが，テラス部分

は急に立ち上がる。北西壁と南西壁の一部が焼土化している。遺構内堆積土は３層に分けられる。

r１・２はレンズ状の堆積状況が観察されることから，自然堆積土と判断される。r３については

人為的に埋め戻し，底面とした可能性を考えている。木炭以外の出土遺物はない。

本土坑は，土坑の形態および壁面の一部が焼土化することから木炭を焼成した土坑と考えられる。

時期については，時代を判断できる遺物が出土していないため判断し得ない。底面から採集した炭

化物については，放射性炭素の年代測定を行ったところ，1,410±30ｙｒＢＰという年代が示されて

いる（付編１参照）。また，同じ炭化物について，樹種の同定を併せて行ったところ，クリとの結

果が示されている（付編２参照）。

本土坑は調査区北側のＦ５グリッドに位置している。遺構検出面はＬⅢ上面である。

平面形は隅丸方形で，規模は東西170㎝，南北162㎝，検出面からの深さは43㎝を測る。底面はほ

ぼ平坦である。周壁はほぼ垂直に立ち上がり，底面から６㎝上位の壁のほぼ全面が焼土化し，一部

については移植ヘラも歯が立たないほど硬化している。遺構内堆積土は７層に分けられる。底面の

直上には炭化物（r７）が２㎝ほどの厚さで堆積している。レンズ状の堆積状況が観察されること

から，自然堆積土と判断している。本土坑から木炭以外の遺物は出土しなかった。

本土坑は，底面上の炭化物層の存在および壁の焼土化していることから木炭を焼成した土坑と考

えられる。時期については，時代を判断できる遺物が出土していないため判断し得ない。底面から

採集した炭化物については，放射性炭素の年代測定を行ったところ，1,450±30ｙｒＢＰという年代

が示されている（付編１参照）。

本土坑は調査区北側のＧ７グリッドに位置する。遺構検出面はＬⅢ上面である。

平面形は隅丸長方形で，長軸方向はＮ78°Ｅである。規模は長軸158㎝，短軸56㎝，検出面から

の深さは105㎝を測る。底面は基盤の砂礫層であるＬⅣまで達し，ほぼ平坦である。周壁はわずか

にオーバーハングしているがほぼ垂直で，上部は傾斜が緩やかに立ち上がっている。遺構内堆積土

は３層に分けられる。堆積状況は壁際からの流れ込みの様相が観察されることから，自然堆積土と

判断した。本土坑から遺物は出土していない。

本土坑は規模・形態から落し穴状土坑と考えられる。本土坑と同じ性格のＳＫ２・６・11がほぼ

一直線上に分布し，ＳＫ２・６とは長軸方向もほぼ同一である。時期については，遺物が出土して

いないため判断し得ないが，縄文時代のものと考える。
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４号土坑　ＳＫ４（図４・写真３）

５号土坑　ＳＫ５（図４，写真３）
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　１号土坑堆積土 
１　褐色土　　10ＹＲ4/4　
２　暗褐色土　10ＹＲ3/4
３　褐色土　　10ＹＲ4/4　（ＬⅢ粒・炭化物微量）
４　暗褐色土　10ＹＲ3/3　（ＬⅢ粒・炭化物少量） 

　３号土坑堆積土 
１　褐色土　　10ＹＲ4/4　（ＬⅢ粒少量）
２　黒褐色土　10ＹＲ2/3
３　褐色土　　10ＹＲ4/4 
　　　　　　　（炭化物微量，ＬⅢ粒少量） 

　４号土坑堆積土 
１　褐色土　　10ＹＲ4/6　（炭化物・焼土粒微量，ＬⅢ粒少量）
２　褐色土　　10ＹＲ4/4　（炭化物微量，黒褐色土粒少量）
３　褐色土　　10ＹＲ4/6　（炭化物・焼土粒微量，ＬⅢ粒少量）
４　褐色土　　10ＹＲ4/4　（焼土粒多量）
５　黒褐色土　10ＹＲ2/2　（焼土粒・炭化物微量，ＬⅢ粒少量）
６　暗褐色土　10ＹＲ3/4　（炭化物微量，ＬⅢ粒・焼土粒少量）
７　炭化物層　10ＹＲ2/1　（焼土粒微量，炭化物多量） 

　５号土坑堆積土 
１　暗褐色土　10ＹＲ3/4　
２　褐色土　　10ＹＲ4/4　
３　褐色土　　10ＹＲ4/6　（ＬⅢ粒多量） 

　２号土坑堆積土 
１　褐色土　　10ＹＲ4/4　（ＬⅢ粒少量）
２　暗褐色土　10ＹＲ3/4　
３　褐色土　　10ＹＲ4/4  （ＬⅢ粒多量）
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図４ １～５号土坑



本土坑は調査区北側のＧ４グリッドに位置している。遺構検出面はＬⅢ上面である。

平面形は長方形で，長軸方向はＮ86°Ｅである。規模は長軸148㎝，短軸41㎝，検出面からの深

さは124㎝を測る。底面は基盤の砂礫層であるＬⅣまで達し，ほぼ平坦である。周壁はほぼ垂直で，

上部は崩落により傾斜が緩やかに立ち上がっている。遺構内堆積土は３層に分けられる。レンズ状

の堆積状況が観察されることから，自然堆積土と判断した。

本土坑は規模・形態から落し穴状土坑と考えられる。本土坑と同じ性格のＳＫ２・５・11がほぼ

一直線上に分布し，ＳＫ２・６とは長軸方向もほぼ同一である。時期については，出土遺物がなく

判断し得ないが，縄文時代のものと考えている。

本土坑は調査区南側のＨ８グリッドに位置している。遺構検出面はＬⅢ上面である。

平面形は不整楕円形で，規模は長軸84㎝，短軸70㎝，検出面からの深さは23㎝を測る。底面は中

央に向かって緩く傾斜している。周壁は比較的急な角度で立ち上がっている。遺構内堆積土は２層

に分けられる。r１は炭化物を含んでいる。壁際からの流れこみの様相が観察されることから，自

然堆積土と判断した。出土遺物がなく，本土坑の所属時期・性格は不明である。

本土坑は調査区北側のＩ５グリッドに位置している。遺構検出面はＬⅢ上面である。

平面形は不整円形で，規模は東西103㎝，南北110㎝，検出面からの深さは49㎝を測る。底面はほ

ぼ平坦で，周壁は急な角度で立ち上がっている。遺構内堆積土は３層に分けられる。レンズ状の堆

積状況が観察されることから，自然堆積土と判断した。r２の炭化物は他所から流れ込んだものと

判断している。本土坑から遺物は出土していない。

本土坑は，規模・形態から貯蔵穴の可能性が考えられる。時期については，遺物が出土していな

いため判断し得ないが，縄文時代のものと考えている。

本土坑は調査区南側のＨ・Ｉ12グリッドに位置している。近接する遺構はない。遺構検出面はＬ

Ⅲ上面である。平面形は楕円形で，規模は長軸124㎝，短軸81㎝，検出面からの深さは55㎝を測る。

底面はほぼ平坦で，東から西へわずかに傾斜している。周壁の立ち上がりは急である。遺構内堆積

土は６層に分けられる。r１・４～６は壁際からの流れこみの様相を示していることから，自然堆

積土と判断した。r２・３は木根によって改変されたものと考えられる。

本土坑は形態等に特徴がないため，性格は不明である。時期は出土遺物がなく不明である。
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６号土坑　ＳＫ６（図５，写真４）

７号土坑　ＳＫ７（図５，写真３）

８号土坑　ＳＫ８（図５，写真４）

９号土坑　ＳＫ９（図５，写真４）
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　６号土坑堆積土 
１　褐色土　　10ＹＲ4/6　（ＬⅢ粒多量）
２　暗褐色土　10ＹＲ3/4　（３㎜大炭化物微量）
３　褐色土　　10ＹＲ4/6　（ＬⅢ粒少量） 

　８号土坑堆積土 
１　暗褐色土　10ＹＲ3/4　（炭化物微量）
２　炭化物層　10ＹＲ2/1　（２㎝大木炭片少量）
３　暗褐色土　10ＹＲ3/4　

　９号土坑堆積土 
１　褐色土　　10ＹＲ4/4　（ＬⅢ粒少量）
２　黄褐色土　10ＹＲ5/8　（ＬⅢ粒多量）
３　暗褐色土　10ＹＲ3/4　（ＬⅢ粒少量）
４　暗褐色土　10ＹＲ3/4　
５　黒褐色土　10ＹＲ2/3　（10㎝大ＬⅢ塊少量）
６　黄褐色土　10ＹＲ5/8　（ＬⅢ粒多量） 

　１０号土坑堆積土 
１　黒褐色土　10ＹＲ2/3
２　褐色土　　10ＹＲ4/4　（ＬⅢ粒少量）
３　褐色土　　10ＹＲ4/4　（３㎜大炭化物微量）
４　黄褐色土　10ＹＲ5/8　（ＬⅢ粒多量） 

　７号土坑堆積土 
１　黒褐色土　10ＹＲ2/3　（炭化物微量）
２　褐色土　　10ＹＲ4/4　
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図５ ６～10号土坑
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　１１号土坑堆積土 
１　暗褐色土　10ＹＲ3/4　
２　黄褐色土　10ＹＲ5/8　（ＬⅢ粒多量）
３　黄褐色土　10ＹＲ5/8　
４　褐色土　　10ＹＲ4/6　（ＬⅢ粒少量）
５　褐色土　　10ＹＲ4/3　（ＬⅢ粒微量）
６　暗褐色土　10ＹＲ3/4
７　褐色土　　10ＹＲ4/6　（ＬⅣ粒少量）
８　褐色土　　10ＹＲ4/4　（ＬⅣ粒微量） 

本土坑は調査区南側のＪ８グリッドに位置し，南西約６ｍのところにＳＫ１がある。遺構検出面

はＬⅢ上面である。

平面形は不整楕円形で，規模は長軸106㎝，短軸89㎝，検出面からの深さは54㎝を測る。底面は

中央部が周囲よりも低くなっている。周壁は比較的緩やかな角度で立ち上がっている。遺構内堆積

土は４層に分けられる。堆積状況は壁際からの流れこみの様相が観察されることから，自然堆積土

と判断した。出土遺物がなく，本土坑の所属時期・性格は不明である。

本土坑は調査区南側のＩ10グリッドに位置している。遺構検出面はＬⅢである。

平面形は長方形で，長軸方向はＮ60°Ｗである。規模は長軸204㎝，短軸49㎝，検出面からの深

さは109㎝を測る。周壁はほぼ垂直に立ち上がり，上部は崩落によって傾斜が緩くなっている。

底面は基盤の砂礫層であるＬⅣまで達しており，ほぼ平坦である。底面からは南・北壁際に沿っ

て合計11個の小穴を確認した。北壁側の６個の小穴は，約30㎝間隔に，南壁側の５個の小穴は東端

が約20㎝，その他は約40㎝間隔で並んでいる。小穴の深さは５～18㎝とまちまちである。遺構内堆

積土は８層に分けられる。堆積状況は壁際からの流れ込みの様相が観察されることから，自然堆積

土と判断した。本土坑から遺物は出土していない。

本土坑は規模・形態から落し穴状土坑と考えられる。底面の壁際には，11個の小穴は等間隔に掘

りこまれていた。本土坑は同じ性格のＳＫ２・５・６がほぼ一直線上に分布しているが，長軸方向

は本土坑だけが異なっている。時期については，遺物が出土していないため判断し得ないが，縄文

時代のものと考えている。 （a 林）
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図６ 11号土坑

10号土坑　ＳＫ10（図５，写真４）

11号土坑　ＳＫ11（図６，写真４）



上萩平Ｄ遺跡の発掘調査で確認された遺構は土坑11基である。このうち４基は落し穴状土坑，３

基は伏焼の方法で木炭を焼成した土坑と考えられる。しかし，時期については出土遺物がなく不明

である。ここでは伏焼き法により簡易的に木炭を焼成した土坑（以下，簡易炭焼窯跡と呼称する）

について整理しておきたい。

伏焼き方法で木炭を焼成した簡易炭焼窯跡は，上萩平Ｄ遺跡において１・３・４号土坑の３基が

比定できる。今回，３・４号土坑の底面から採取した炭化物について年代測定分析を実施したとこ

ろ，５世紀後半～６世紀代との値が示された（付編１参照）。

簡易炭焼窯跡の類例は近年多数あり，集落跡や生産遺跡に少数または群集して付随し，鍛冶用あ

るいは１次製錬用の木炭を製造した遺構ととらえられている。しかし，遺構の年代については，炭

化物以外に伴う遺物がなく年代を把握できている類例は稀である。福島県相馬市北原遺跡の19号土

坑とした簡易木炭窯跡は，平面形が隅丸長方形で，出土遺物から平安時代の遺構とされている（橋

本他1986）。また，出土遺物はないが，遺構の状況から新地町原田遺跡の｢Ⅱ類土坑｣とした７基も

簡易木炭窯跡と考えられている（橋本他1985）。このうち１・13号土坑については出土した木炭の

年代測定分析を実施したところ，５世紀後半～７世紀代と値が示されている（橋本他1986）。

原田遺跡の値から，概ね上萩平Ｄ遺跡の簡易木炭窯跡も同程度の時期として比定できるものの，

同時期の集落跡などの痕跡は今回の調査範囲では確認できていないが，同じ段丘面上に集落跡また

は生産遺跡が立地する可能性は高いと考えられる。 （阿　部）
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１ 調査区全景（１） ａ 調査前調査区遠景(北から)
ｂ 調査区遠景(南上空から)

ａ 

ｂ 

ａ 

ｂ 
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２ 調査区全景（２），基本土層 ａ 調査区遠景(西上空から)
ｂ 基本土層(西から)

ａ 

ｂ 

ａ 

ｂ 
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３ １～５・７号土坑 ａ １号土坑全景(南から) ｆ ５号土坑全景(東から) ｂ ３号土坑全景(南から)
ｃ ４号土坑全景(南から) ｆ ５号土坑全景(東から) ｄ ７号土坑全景(南から)
ｅ ２号土坑全景(東から) ｆ ５号土坑全景(東から) ｇ ２号土坑土層(東から)
ｅ ２号土坑全景(東から) ｆ ５号土坑全景(東から) ｈ ５号土坑土層(西から)

ａ ｂ 

ｄ 

ｈ 

ｇ 

ｅ ｆ 

ｃ 

ａ ｂ 

ｄ 

ｈ 

ｇ 

ｅ ｆ 

ｃ 
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４ ６・８～11号土坑 ａ ８号土坑全景(南から) ｆ 11号土坑全景(北西から) ｂ ９号土坑全景(南から)
ｃ 10号土坑全景(南から) ｆ 11号土坑全景(北西から) ｄ 作業風景(南から)
ｅ ６号土坑全景(東から) ｆ 11号土坑全景(北西から) ｇ ６号土坑土層(東から)
ｅ ６号土坑全景(東から) ｆ 11号土坑全景(北西から) ｈ 11号土坑土層(東から)

ａ ｂ 

ｄ 

ｈ 

ｇ 

ｅ ｆ 

ｃ 

ａ ｂ 

ｄ 

ｈ 

ｇ 

ｅ ｆ 

ｃ 
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遺 跡 略 号 

所　在　地 

調 査 期 間 

調　査　員 

ＦＢ―ＨＰＤ・Ｂ
双葉郡双葉町大字石熊字八房平
平成17年７月６日～８月２日
阿部　知己・a林　真人 

ぽう はっ だいら 





０ ５０ｍ 
（1/2,000） 

（世界測地系世界測地系） 

０ ５０ｍ 
（1/2,000） 

（世界測地系） 

２ 

１ 

Ｄ Ｅ Ｂ Ｃ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

３ 

４ 

５ 

６ 

２ 

１ 

Ｄ Ｅ Ｂ Ｃ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ 

３ 

４ 

５ 

６ 

Ｙ：99,440 Ｙ：99,530

Ｘ：160,620

Ｘ：160,560

Ｙ：99,440 Ｙ：99,530

Ｘ：160,620

Ｘ：160,560

八房平Ｂ遺跡は，平成８年度に実

施された，常磐自動車道の建設予定

地を対象とした表面調査により，南

向きの丘陵斜面の平坦部に立地した

ことから，古代の集落跡として推定

され，その広がりは3,800㎡と提示

された（福島県教育委員会1997）。

平成17年度５月には，常磐自動車道

建設地内にかかる丘陵斜面4,000㎡

を対象に試掘調査が実施され，300

㎡が保存を要する面積とされた（福

島県教育委員会2006）。

発掘調査については，７月７日か

ら，重機を導入して表土剥ぎを行う。

７月７日から上萩平Ｄ遺跡で発掘調

第１章　調査経過
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第１章　調　査　経　過

査を行っていた調査員と作業員５名を割き，本格的な調査に着手し，遺構の検出・精査を実施した。

７月20日には検出作業し終え，基盤層である黄褐色土の上面において木炭窯跡１基を確認した。

7月下旬には木炭窯跡底面の変色部分の断ち割り作業を実施し，変色範囲の状況を確認した。８

月１日には地形測量を実施し，８月２日に発掘調査を終了した。

福島県教育委員会・財団法人福島県文化振興事業団と東日本高速道路株式会社による現地の引き

渡しは，上萩平Ｄ遺跡・八房平Ｂ遺跡を合わせて，８月３日に実施した。検出した遺構は，木炭窯

跡１基と道跡で，発掘調査に要した延べ日数は14日，発掘調査面積は300㎡である。 （阿　部）

図１ グリッド配置図

第２章　遺 構 と 遺 物

第１節　遺構の分布と基本土層

遺構の分布（図２，写真１）

八房平Ｂ遺跡の発掘調査において検出された遺構は，木炭窯跡１基と道跡４条である（図２）。

このうち，木炭窯跡は丘陵南側斜面の上位，標高151ｍ付近に位置する。木炭窯跡の長軸は，等高



０ ５ｍ 
（1/100） 

０ ５０㎝ 
（1/25） 

０ １０ｍ 
（1/300） 

（世界測地系） 

２ 

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ 

３ 

Ａ 

Ａ′
 

４ 

Ｂ
 Ｂ
′ 

Ａ Ａ′ 

Ｂ Ｂ′ 

ＳＤ4

ＳＤ3

ＳＤ2

ＳＣ1

ＳＤ2

ＳＣ1

ＬⅠａ 

ＬⅠｂ 
ＬⅢ 

ＬⅠａ 

ＬⅠｂ 

ＬⅢ 

１ 

２ 

ＬⅣ 

ＳＤ1ＳＤ1

ＳＤ1

Ｘ：160,600

Ｘ：160,590

Ｘ：160,580

Ｙ：99,460 Ｙ：100,345Ｙ：99,470 Ｙ：99,480 Ｙ：99,490

154
.00ｍ
 

155.00ｍ
 

150.00ｍ 

151.00ｍ 

152.00ｍ 

153.00ｍ 

156.30ｍ 

155.00ｍ 

　基本層位 
ＬⅠａ 
ＬⅠｂ 
ＬⅢ 
ＬⅣ 

にぶい黄褐色土　10ＹＲ4/3 （木根多量）
褐色土　　10ＹＲ4/4
褐色粘質土　10ＹＲ4/6
黄橙色粘質土　10ＹＲ7/8

　１～３号溝跡堆積土 
１　褐色土　　10ＹＲ4/4　（ＬⅣ粒微量，炭化物少量）
２　暗褐色土　10ＹＲ3/4　（炭化物微量，ＬⅣ粒多量） 

線に沿わせる形で造られている。木炭窯跡の周囲では，柱穴などの構造物の痕跡を確認することはで

きなかった。斜面を北東方向へ伸びる溝状の遺構は，尾根に至るために掘られた道跡と考えている。

基 本 土 層（図２，写真２）

八房平Ｂ遺跡の発掘調査を実施した，丘陵の南側斜面については，開墾等による地形の改変が，

遺跡の南縁などにわずかに及んでいた。遺跡の北側にあたる丘陵の北側斜面は，図１で掲載したよ

うな等高線の詰った斜面ではなく，崩落が進み崖となっている。

大半の部分において表土下は，基盤となる黄褐色土（ＬⅢ）が堆積していた。以下では，基本土
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図２ 遺構配置図，基本土層



層の観察を実施した図２下段の土層断面Ａ－Ａ’・Ｂ－Ｂ’部分の成果について記載する。なお，

図３の土層断面Ａ－Ａ’中の太線は，ＬⅢの上面を示している。

ＬⅠはａ・ｂに２分類しているが，いずれも表土で草木根の影響が顕著である。ＬⅠａは黄褐色

土，ＬⅠｂは褐色土である。層厚はＬⅠａで５～10㎝ほど，ＬⅠｂで15～20㎝である。いずれも遺

物を包含していない。ＬⅢは褐色粘質土で，層厚は約12㎝である。ＬⅣはＬⅢの下に堆積する黄橙

色粘質土で，段丘の基盤をなす堆積物である。ＬⅢ，ＬⅣとも無遺物層である。

遺構との関係は，検出した遺構のほとんどがＬⅢ上面でその形を知ることができる。 （阿　部）

第２章　第２節　木炭窯跡
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第２節　木　炭　窯　跡

八房平Ｂ遺跡では１基の木炭窯跡の調査を実施した。時期については，底面から採取した木炭片

から放射性炭素の年代測定を行っている。

遺　　　構（図３，写真２）

本遺構は調査区西寄りの標高151ｍ前後の斜面上に立地し，Ｄ４・Ｅ４グリッドに位置している。

周囲には４条の道跡が確認された。検出面はＬⅢ上面である。

平面形は，南側の壁面及び底面を表土剥ぎ時に除去しているため定かではないが，東西方向に長

い隅丸長方形を呈すると思われ，長軸方位はＮ81°Ｅである。規模は，上端で東西4.0ｍ，西側へ

突き出た溝端部を含めると4.3ｍを測る。南北は南端がすでに崩れているため1.5ｍ残存していた。

遺構内堆積土は４層に分けられるr１・２は，いずれも地山とほぼ同じ土が堆積している。r

３・４には多量の木炭片が含まれていた。r１・２については，堆積土中に炭化物・焼土粒が含ま

れるが量は少なく，また斜面上方から流れ込んだような堆積状況を呈することから，天井構造部が

崩落したものではなく，自然堆積したと考えている。

周壁は，北壁以外の部分で遺存状況が悪く，北壁はほぼ垂直に立ち上がり，東壁・西壁も急な角

度で立ち上がっている。壁高は北壁で最大32㎝を測る。壁の表面は，全体的に炭素が吸着し黒ずん

でいる。土層断面図（図３下段Ａ－Ａ’～Ｃ－Ｃ’）に示したように，底面から10㎝弱上位の部分

では１㎝ほどの厚さで基盤層が黄褐色に変色硬化し，その外側では２～３㎝の厚さで赤褐色に変色

している。

底面上からは，長軸と同じ方向に走る１条の溝を検出した。溝を挟んで北側の底面は，溝に向か

ってほんのわずかに南へと傾斜し，東西側の底面では溝の傾斜と同様に西へ緩やかに傾斜している。

溝の東端は底面東縁に接し，西端は西壁を突き抜け，西壁に沿うように北側に屈曲している。溝の

幅は，底面上で20～25㎝であるが，それ以外では34㎝と少し広くなっている。溝の深さは２～５㎝

で，溝の底面は東から西へと緩やかに傾斜し，窯跡の西側に至ると急に立ちあがっている。このこ

１号木炭窯跡　ＳＣ１



０ １ｍ 
（1/30） 

１号木炭窯跡 

Ａ′ Ａ 

Ｄ′ Ｄ 

Ｃ′ Ｃ Ｂ′ 

赤褐色被熱変色範囲 黄褐色被熱変色範囲 

Ｂ 

Ａ′ 

Ａ 

Ｄ′ Ｄ′ 

Ｄ 

Ｂ
′ 

Ｂ
 

Ｃ
′ 

Ｃ
 

ＬⅢ 

ＬⅣ 

木根 

木
根 

１ 

２ ３ 

ＬⅣ 

３ 
４ 

Ｄ２ 

Ｓ4
Ｅ8

Ｄ４ 

Ｓ2
Ｅ8

Ｄ４ 

Ｓ4
Ｅ2

ＬⅢ 

ＬⅣ 
１ 

２ 
３ 

ＬⅣ 
２ 

３ 

３ 

152.20ｍ 

152.70ｍ 

152.10ｍ 

152.50ｍ 

　１号木炭窯跡堆積土 
１　褐色土　　10ＹＲ4/6　（焼土粒・炭化物微量）
２　黄褐色土　10ＹＲ5/6　（木炭片微量，焼土粒・木炭粒少量）
３　黒褐色土　10ＹＲ3/2　（焼土粒微量，木炭粒・片多量）
４　黒色土　　10ＹＲ2/1　（木炭粒多量） 

とから，この溝は排煙及び集水のために造られたものと考えられる。

溝を中心として50㎝内外の底面上では，黄褐色に変色硬化した部分を確認した。変色部の厚さは

１～２㎝ほどである。その他の底面のほぼ全域において，赤褐色に変色していた。その変色部の表

面の一部は炭素が吸着し黒ずんでいた。その変色部の厚さは数㎜～２㎝の厚さであった。窯跡の西

へ伸びた溝の壁や溝の底面では，被熱変色した部分はなかった。

本遺構からの出土遺物は木炭片以外に出土していない。底面に密着した木炭については，樹種同

定を行ったところカバノキ属とマツ属という結果が示されている（付編２参照）。

ま　と　め

本遺構は，壁面及び底面の酸化（赤褐色変色範囲）・還元（黄褐色変色範囲）の状況および遺構

内に多量の木炭が含まれていたことから，木炭窯跡と考えている。遺構内堆積土内には被熱した窯

の天井部分の焼土塊などが含まれていないことから，伏焼の方法で木炭を焼成していた木炭窯跡と
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図３ １号木炭窯跡



考えられ，そのため天井構造を必要としなかったものと考えている。

規模については，南半分が削平されているため全容は不明であるが，調査事例から約４×２ｍで

あったと考えている。また，底面の１条の溝は，短軸幅のほぼ中央部分に位置したと考えられ，排

煙・集水の機能をもった構造と考えている。

壁および底面の酸化・還元反応が著しいことから，本遺構は数回操業していたと考えられるが，

回数を示す明確な痕跡は確認されなかった。

時期については，底面に密着していた２点の木炭については，放射性炭素の年代測定を行ったとこ

ろ730±30ｙｒＢＰ（もうひとつは750±30ｙｒＢＰ）という年代が示されている（付編１参照）。（a 林）

第３節　道跡
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第３節　道　　　　　跡

八房平Ｂ遺跡からは，４条の道跡を確認した。当初溝跡として調査を進めていたが，丘陵斜面に

対して移動しやすい方向へ遺構が続いてゆくことから，道跡と名称を変更した。

八房平Ｂ遺跡からは４条の道跡が検出され，北から順にＳＤ１～４とした。

ＳＤ１は途中途切れているがおよそＮ80°Ｗの方向で約18ｍ確認され，南端部はＳＤ２と合流し

ている。ＳＤ２はおよそＮ75°Ｗの方向で約５ｍ北上した所でＳＤ１と合流し，そこからほぼ真西

に約７ｍ進み収束している。ＳＤ３・４はＳＤ１とほぼ平行に伸びており，ＳＤ３は約９ｍ，ＳＤ

４は約２ｍ確認された。ＳＤ１～４は，いずれも斜面の等高線に対しておよそ45°の角度で伸びて

おり，斜面を移動しやすい方向と思われる。

これらの道跡は，調査区西壁面の土層観察から現地表面のすぐ下のＬⅠｂから掘り込まれている

ことが確認された。いずれの溝跡も遺構内には主に褐色土が堆積しており，場所によってその下に

暗褐色土が堆積しているのが見られた。堆積状況から自然堆積土と判断した。

これらの道跡は，現地表面のすぐ下から掘り込まれていることや，斜面を移動しやすい方向と思

われる等高線に対しておよそ45°の角度で伸びていることから，比較的新しい時期に造られた山道

と考えている。 （a 林）

１～４号道跡　ＳＤ１～４（図２）



八房平Ｂ遺跡の発掘調査で検出された遺構は木炭窯跡１基と道跡４条である。本章では木炭窯跡

に焦点をしぼってまとめてみたい。

今回検出された木炭窯跡は，底面および壁面が被熱によって変質していること，遺構内堆積土中

に多量の木炭片を含んでいたことから木炭を焼成した施設として木炭窯跡と報告しているが，一般

的な木炭窯跡の形態とはかなり異なる。一般的な木炭窯跡は天井を有する半地下式であるのに対し

て，今回の木炭窯跡の遺構内堆積土からは天井材や壁材と思われる被熱した粘土塊が出土していな

い。また，平面形は隅丸長方形を呈し，先述したが遺構内堆積土には多量の木炭片を含んでいる。

このような特徴を持つ遺構は，福島県いわき市駒込・馬場Ａ遺跡，双葉郡富岡町上郡Ｂ遺跡の報告

で類例が挙げられ検証が行われている。その中で，このような遺構は天井構造を持たない開放窯形

態の木炭窯跡と捉え，焼成方法は炭となる木材の上に枝や葉などの可燃物を乗せその上に土を被せ

密閉して木炭を焼成する｢伏焼法｣の可能性が高いとしている。｢伏焼法｣で作られた木炭は比較的粗

悪であるが，十分利用可能ということである。今回検出された木炭窯跡もその範疇に含まれるもの

である。

今回の木炭窯跡にも底面の長軸方向に沿って１条の溝が走るが，前述の類例のいわき市駒込遺跡

と新潟県阿賀野市萩野遺跡の２遺跡の木炭窯跡で確認されている。また，今回の木炭窯跡では，前

述の類例と異なる特徴も見られる。類例では，長軸長は５ｍ以上，短軸長は１～２ｍと非常に細長

い平面形であるのに対し，今回の木炭窯跡は長軸長4.4ｍ，短軸長約２ｍと幅広な印象を受ける。

このことから，開放窯形態の木炭窯跡は，底面の溝の有無，長軸長と短軸長の比率によって分類が

可能ではないかと考えられる。開放窯形態の木炭窯跡の所属時期は，出土遺物が皆無に近いため明

確にならない場合が多いが，遺物を伴った数少ない例では，富岡町上郡Ｂ遺跡において９世紀中葉，

いわき市駒込遺跡では18世紀後半となっている。遺物を伴わないが年代測定を行った類例では，双

葉郡大熊町上平Ａ遺跡の13世紀後半としている。今回の木炭窯跡では，木炭を放射性炭素の年代測

定を実施した結果12世紀後半から13世紀前半と推定された。その年代にバラつきが見られることか

ら，開放窯形態の木炭窯跡は，燃料生産のため古くは９世紀から長期間にわたり極端な形式変化を

することなく活用されてきたものと考えられる。 （a 林）
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１ 調査区全景 ａ 調査前調査区近景(東から)
ｂ 調査区遠景(南から)

ａ 

ｂ 

ａ 

ｂ 
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２ 基本土層，１号木炭窯跡 ａ 基本土層(東から)
ｂ １号木炭窯全景(東から)
ｃ １号木炭窯土層(南から) ｄ １号木炭窯土層(東から)

ａ 

ｂ 

ａ 

ｂ 

ｄ ｄ ｃ ｃ 



表１　上平Ａ遺跡・上萩平Ｄ遺跡・八房平Ｂ遺跡出土炭化材の放射性炭素年代測定結果 

試料の出土場所・質・番号 ＢＰ年代および炭素の同位体比 

出土場所：上平Ａ遺跡　82号土坑　底面

試料の質：炭化物

試料番号：ＦＢ2005・001

　　（参考）　　　　　δ13Ｃ の補正無し

出土場所：上平Ａ遺跡　64号土坑

試料の質：土器付着炭化物

試料番号：ＦＢ2005・005

　　（参考）　　　　　δ13Ｃの補正無し

出土場所：上萩平Ｄ遺跡　３号土坑　底面

試料の質：炭化物

試料番号：ＦＢ2005・003

　　（参考）　　　　　δ13Ｃの補正無し

出土場所：上萩平Ｄ遺跡　４号土坑　底面　

Ｌｉｂｂｙ Ａｇｅ（ｙｒＢＰ） 

δ13Ｃ（‰），（加速器） 

Δ14Ｃ（‰） 

 ｐＭＣ（％） 

δ14Ｃ（‰） 

 ｐＭＣ（％） 

Ａｇｅ（ｙｒＢＰ） 

Ｌｉｂｂｙ Ａｇｅ（ｙｒＢＰ） 

δ13Ｃ（‰），（加速器） 

Δ14Ｃ（‰）  

ｐＭＣ（％） 

δ14Ｃ（‰） 

ｐＭＣ（％） 

Ａｇｅ（ｙｒＢＰ） 

Ｌｉｂｂｙ Ａｇｅ（ｙｒＢＰ） 

δ13Ｃ（‰），（加速器） 

Δ14Ｃ（‰） 

ｐＭＣ（％） 

δ14Ｃ（‰） 

ｐＭＣ（％） 

Ａｇｅ（ｙｒＢＰ） 

Ｌｉｂｂｙ Ａｇｅ（ｙｒＢＰ） 

： 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

： 

： 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

： 

： 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

： 

： 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

40

0.93

3.2

0.32

2.9

0.29

40

40

0.72

2.6

0.26

2.5

0.25

40

40

0.89

3.8

0.38

3.4

0.34

30

30

3,830

-30.50

-379.1

62.09

-386.0

61.40

3,920 

5,610

-29.20

-502.4

49.76

-506.7

49.33

5,680

1,290

-32.36

-148.0

85.20

-161.3

83.87

1,410

1,350

本報告では，福島県大熊町上平Ａ遺跡３次調

査で確認された，縄文時代前・後期の２基の土

坑から出土した炭化物と，双葉町上萩平Ｄ遺跡

で確認された簡易的に木炭を焼成した土坑から

出土した炭化物そして双葉町八房平Ｂ遺跡で確

認された木炭窯跡から出土した木炭について株

式会社加速器分析研究所に依頼し、放射性炭素

年代測定（ＡＭＳ法）を実施し，表１の結果が

報告された。
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分析試料は，上平Ａ遺跡で２点（試料番号Ｆ

Ｂ2005・001，005），上萩平Ｄ遺跡で２点（試

料番号ＦＢ2005・003，007）そして八房平Ｂ遺

跡で２点（試料番号ＦＢ2005・002，004）の合

計６点である。

なお、分析試料の来歴等については，出土場

所，出土場所の緯度経度，試料の大きさと重さ

以外は分析の客観性を担保するために加速器分

析研究所には知らせていない。

付編１　福島県双葉郡大熊町上平Ａ遺跡，双葉町上萩平Ｄ遺跡・
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試料の質：炭化物 

試料番号：ＦＢ2005・007 

 

 

　　（参考）　　　　　δ13Ｃ の補正無し

出土場所：八房平Ｂ遺跡　１号木炭窯跡　底面

試料の質：木炭

試料番号：ＦＢ2005・002

　　（参考）　　　　　δ13Ｃの補正無し

出土場所：八房平Ｂ遺跡　１号木炭窯跡　底面

試料の質：木炭

試料番号：ＦＢ2005・004

　　（参考）　　　　　δ13Ｃの補正無し 

δ13Ｃ（‰），（加速器） 

Δ14Ｃ（‰） 

 ｐＭＣ（％） 

δ14Ｃ（‰） 

 ｐＭＣ（％） 

Ａｇｅ（ｙｒＢＰ） 

Ｌｉｂｂｙ Ａｇｅ（ｙｒＢＰ） 

δ13Ｃ（‰），（加速器） 

Δ14Ｃ（‰）  

ｐＭＣ（％） 

δ14Ｃ（‰） 

ｐＭＣ（％） 

Ａｇｅ（ｙｒＢＰ） 

Ｌｉｂｂｙ Ａｇｅ（ｙｒＢＰ） 

δ13Ｃ（‰），（加速器） 

Δ14Ｃ（‰） 

ｐＭＣ（％） 

δ14Ｃ（‰） 

ｐＭＣ（％） 

Ａｇｅ（ｙｒＢＰ） 

 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

： 

： 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

： 

： 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

＝ 

： 

 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

± 

0.75

3.6

0.36

3.3

0.33

30 

30

0.89

3.9

0.39

3.5

0.35

30

30

0.81

3.8

0.38

3.4

0.34

30

株式会社加速器分析研究所 

-31.50

-154.4

84.56

-165.6

83.44

1,450 

710

-26.23

-84.3

91.57

-86.6

91.34

730

650

-30.77

-78.1

92.19

-89.0

91.10

750

１） 年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期5568年を使用して
います。

２） ＢＰ年代値は，1950年からさかのぼること何年前かを
表しています。

３） 付記した誤差は，標準偏差（１σ）に相当する年代で，
次のように算出しています。複数回（通常は4回）の測
定値についてχ2検定を行い，測定値のばらつきが小さい
場合には測定値の統計誤差から求めた値を用い，ばらつ
きが大きい場合には不偏分散の平方根（標準偏差）と統
計誤差から求めた値を比較して大きい方を誤差としてい
ます。

４） δ13Ｃの値は，通常は質量分析計を用いて測定します
が，ＡＭＳ測定の場合に同時に測定されるδ13Ｃの値を用
いることもあります。
δ13Ｃ補正をしない場合の同位体比および年代値も参

考に掲載しておきます。
同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差

（‰；パーミル）で表したものです。
δ14Ｃ＝［（14ＡＳ－14ＡＲ）/ 14ＡＲ］×1000 （１）
δ13Ｃ＝［（13ＡＳ－13ＡＰＤＢ）/ 13ＡＰＤＢ］×1000（２）
ここで，

14ＡＳ：試料炭素の14Ｃ濃度：（14Ｃ/ 12Ｃ）Ｓまたは（14Ｃ/ 13Ｃ）Ｓ
14ＡＲ：標準現代炭素の14Ｃ濃度：（14Ｃ/ 12Ｃ）Ｒまたは（14Ｃ/ 13Ｃ）Ｒ
δ13Ｃは，質量分析計を用いて試料炭素の13Ｃ濃度（13ＡＳ=
13Ｃ/ 12Ｃ）を測定し，ＰＤＢ（白亜紀のベレムナイト（矢石）類
の化石）の値を基準として，それからのずれを計算します。
但し，ＩＡＡでは加速器により測定中に同時に13Ｃ/12Ｃ

も測定していますので，標準試料の測定値との比較から
算出したδ13Ｃを用いることもあります。この場合には
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表中に〔加速器〕と注記します。
また，Δ14Ｃは，試料炭素がδ13Ｃ=－25.0（‰）である
としたときの14Ｃ濃度（14ＡＮ）に換算した上で計算した
値です。（１）式の14C濃度を，δ13Ｃの測定値をもとに次
式のように換算します。
14Ａ

Ｎ
＝14ＡＳ×（0.975／（1+δ13Ｃ／1000））2（14ＡＳとして

14Ｃ/ 12Ｃを使用するとき）
または
＝14ＡＳ×（0.975／（1+δ13Ｃ／1000））（14ＡＳとして14Ｃ/ 13Ｃを
使用するとき）
Δ14Ｃ＝［（14ＡN－14ＡR）/ 14ＡR］×1000（‰）
貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料について
は，海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガス中の濃度
と異なるため，同位体補正のみを行なった年代値は実際
の年代との差が大きくなります。多くの場合，同位体補
正をしないδ14Ｃに相当するＢＰ年代値が比較的よくそ
の貝と同一時代のものと考えられる木片や木炭などの年
代値と一致します。

14Ｃ濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記と
して，ｐＭＣ（ＰｅｒｃｅｎｔＭｏｄｅｒｎＣａｒｂｏｎ）がよく使われてお
り，Δ14Ｃとの関係は次のようになります。
Δ14Ｃ＝（ｐＭＣ／100－1）×1000（‰）
ｐＭＣ＝Δ14Ｃ／10＋100（%）
国際的な取り決めにより，このΔ14ＣあるいはｐＭＣに
より，放射性炭素年代（ＣｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌＲａｄｉｏｃａｒｂｏｎ
Ａｇｅ；ｙｒＢＰ）が次のように計算されます。
Ｔ＝－8033×ｌｎ［（Δ14Ｃ／1000）＋1］
＝－8033×ｌｎ（ｐＭＣ／100）



本報告では，福島県大熊町上平Ａ遺跡３次調

査で確認された，縄文時代後期の土坑から出土

した炭化材，双葉町上萩平Ｄ遺跡で確認された

６世紀代の土坑から出土した炭化材，そして双

葉町八房平Ｂ遺跡で確認された13世紀代の木炭

窯跡から出土した炭化材について，財団法人福

島県文化振興事業団の委託を受け，樹種の同定

を実施した。併せて，当時の木材利用について

検討する。

木材は，セルロースを骨格とする木部細胞の

集合体であり，解剖学的形質から，概ね属レベ

ルの同定が可能である。木材は，花粉などの微

化石と比較して移動性が少ないことから，比較

的近隣の森林植生の推定が可能であり，遺跡か

ら出土したものについては，木材の利用状況や

流通を探る手がかりとなる。

試料は，いずれも炭化材である。大熊町上平

Ａ遺跡82号土坑出土の１点，双葉町上萩平Ｄ遺

跡３号土坑出土の１点，４号土坑出土の１点，

双葉町八房平Ｂ遺跡１号木炭窯跡出土の１点の

合計４点である。

試料を割折して，炭化材の新鮮な横断面（木

口と同義），放射断面（柾目と同義），接線断面

（板目と同義）の基本三断面の切片を作製し，
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落射顕微鏡によって50～1000倍で観察した。同

定は，解剖学的形質および現生標本との対比に

よって行った。

結果を表１に示し，主要な分類群の顕微鏡写

真を写真１に示す。以下に同定の根拠となった

特徴を記す。

ク　　　リ （Castanea crenata Sieb. et Zucc.

ブナ科　写真1-1）

横断面：年輪のはじめに大型の道管が，数列

配列する環孔材である。晩材部では小道管が，

火炎状に配列する。早材から晩材にかけて，道

管の径は急激に減少する。

放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。放射

組織は平伏細胞からなる。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型

である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北

海道の西南部，本州，四国，九州に分布する。

落葉の高木で，通常高さ20m，径40㎝ぐらいで

あるが，大きいものは高さ30m，径２mに達す

る。耐朽性が強く，水湿によく耐え，保存性の

極めて高い材で，現在では建築，家具，器具，

土木，船舶，彫刻，薪炭，椎茸ほだ木など広く

用いられる。

マツ属複維管束亜属 （Pinus subgen.

Diploxylon マツ科　写真1-2）

仮道管，放射柔細胞，放射仮道管及び垂直，

水平樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞から構

付編２　福島県双葉郡大熊町上平Ａ遺跡，双葉町上萩平Ｄ遺跡・
八房平Ｂ遺跡出土炭化材の樹種同定結果
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成される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行は急で，垂直

樹脂道が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は窓状であ

る。放射仮道管の内壁には鋸歯状肥厚が存在す

る。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型

であるが，水平樹脂道を含むものは紡錘形を呈

する。

以上の形質よりマツ属複維管束亜属に同定さ

れる。マツ属複維管束亜属にはクロマツとアカ

マツがあり，どちらも北海道南部，本州，四国，

九州に分布する。常緑高木であり，材は水湿に

よく耐え，広く用いられる。

カバノキ属 （Betula カバノキ科　写真1-3）

横断面：小型で丸い道管が，単独あるいは放

射方向に数個複合して，ややまばらに散在する

散孔材である。

放射断面：道管の穿孔は階段穿孔板からなる

多孔穿孔で，階段の数は８～20本ぐらいである。

放射組織は同性である。道管と放射組織の間の

壁孔は極めて小さく密である。

接線断面：放射組織は，同性放射組織型で，

１～３細胞幅である。道管相互の壁孔は極めて

小さく密に配列する。

以上の形質よりカバノキ属に同定される。カ

バノキ属にはミズメ，ウダイカンバ，シラカン

バ，オノオレカンバなどがあり，北海道，本州，

四国，九州に分布する。落葉の高木または低木

である。

同定の結果，上平Ａ遺跡の炭化材はクリ１点。

上萩平Ｄ遺跡の炭化材はクリ１点。八房平Ｂ遺

付編

218

跡の炭化材はマツ属複維管束亜属１点，カバノ

キ属１点であった。

上平Ａ遺跡の82号土坑，上萩平Ｄ遺跡の３号

土坑で出土した炭化材であるクリは，温帯に広

く分布する落葉広葉樹であり，乾燥した台地や

丘陵地に自生する。暖温帯と冷温帯の中間域で

は，純林を形成することもあり，また二次林と

しての性格を持つ。

八房平Ｂ遺跡の１号木炭窯跡から出土した炭

化材であるマツ属複維管束亜属は，温帯に広く

分布する常緑針葉樹であり，二次林を形成する

アカマツと海岸林を形成するクロマツとがあ

る。

八房平Ｂ遺跡の１号木炭窯跡から出土した炭

化材であるカバノキ属は，温帯域に広く分布す

る落葉広葉樹であり，本州では，ダケカンバは

亜高山帯から高山帯下部に自生し，ミズメは山

地帯に分布する。

以上のことから，大熊町・双葉町にある３遺

跡で出土した炭化材は，比較的乾燥を好む樹種

であり，遺跡の立地を示唆しているとみられる。

参 考 文 献

佐伯浩・原田浩　1985 針葉樹材の細胞．木材の構造，

文永堂出版，p.20-48．
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表１　上平Ａ遺跡・上萩平Ｄ遺跡・八房平Ｂ遺跡における樹種同定結果 

１　上平Ａ　ＦＢ2005・001　クリ

横断面 ：0. 4㎜ 放射断面 ：0. 4㎜ 接線断面 ：0. 2㎜ 

２　八房平Ｂ　ＦＢ2005・002　マツ属複維管束亜属 

横断面 ：0. 4㎜ 放射断面 ：0. 1㎜ 接線断面 ：0. 2㎜ 

３　八房平Ｂ　ＦＢ2005・004　カバノキ属 

横断面 ：0. 4㎜ 放射断面 ：0. 2㎜ 接線断面 ：0. 2㎜ 
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道平遺跡 
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集落跡 

集落跡 

集落跡 

集落跡 

生産跡 

生産跡 

縄文時代 

近　　代 

 
　 

縄文時代 

 

 

縄文時代 

 
　 

縄文時代 

平安時代 

 
　 

古　　代 

 

 

中　　世 

竪穴住居跡（5）　土坑（48）

木炭窯跡（2）　遺物包含層

　

土坑（2）　遺物包含層

竪穴住居跡（5）　土坑（26）

土器埋設遺構（1）

集石遺構（1）　遺物包含層
　

竪穴住居跡（1）　土坑（10）

遺物包含層

　

土坑（11）

木炭窯跡（１）

縄文土器・石器 

縄文土器・石器・土製品 

縄文土器・石器 
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縄文時代前・後期の集落跡を確 

認した。 

 

縄文時代後期の集落跡を確認し 

た。 

 

縄文時代後期の集落跡を確認し 

た。 

 

縄文時代後・晩期の集落跡を確 

認した。 

 

古墳時代の簡易木炭窯を確認し 

た。 

 
　 

中世の木炭窯跡を確認した。 

福島県双葉郡大熊町 

大字大川原字南平 

 

福島県双葉郡大熊町 
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福島県双葉郡大熊町 
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福島県双葉郡大熊町 

大字大川原字西平 

 

福島県双葉郡双葉町 
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37゜22′46″

37゜22′38″

37゜22′48″

37゜22′47″

37゜23′20″

37゜24′12″

37゜23′20″

37゜24′12″

37゜25′37″

37゜25′12″

37゜26′20″ 

〜 
〜 

〜 

〜 

〜 

〜 

〜 

〜 

〜 

〜 
〜 

〜 

〜 

〜 

〜 

〜 

140゜58′45″

140゜56′29″

140゜58′45″

140゜58′1″

140゜57′49″

140゜57′36″

140゜57′49″

140゜57′36″

140゜57′49″

140゜57′36″

140゜57′41″ 

20050413

20051128

20051026

20051114

20040901

20041216

20050913

20051201

20050607

20050729

20050706

20050802

調査面積 

3,340㎡

50㎡

4,510㎡

1,340㎡

3,400㎡

300㎡

調査原因 

道路（常磐自動車道） 

建設に伴う事前調査　 

 
　 

同　　上 

 

 

同　　上 

 

 

同　　上 

 

 

同　　上 

 

 

同　　上 

市町村 

00015

00040

00014

00014

00137

00138

543

543

543

543

546

546

ふくしまけんふたばぐんおおくままち 

おおあざおおかわらあざみなみだいら 

 

ふくしまけんふたばぐんおおくままち 

おおあざおおかわらあざみなみだいら 

 

ふくしまけんふたばぐんおおくままち 

おおあざおおかわらあざにしだいら 

 

ふくしまけんふたばぐんおおくままち 

おおあざおおかわらあざにしだいら 

 

ふくしまけんふたばぐんふたばまち 

おおあざやまだあざかみはぎだいら 

 

ふくしまけんふたばぐんふたばまち 

おおあざいしくまあざはっぽうだいら 
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